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前篇 古典 以前 —— 古典時代 

記 錄を有 つに 至らな かつ た 時代の、 われわれの 遠 い 祖先の 精神 生活 を 知り、 そ の 神祕的 幻想と そ の 韻^ 的 感覺と に 

親しまう とする に は、 三千 年の 俥統に 生きる わが 國 民の 心の奥に 潜んで ゐる、 おそらく は、 新時代の 文化に 目 まぐ る 

しい 眩惑 を樂 しむ もの、 窺 ひ 得ない、 純朴な、 簡素な、 しかも また 天眞 流露と もい ふべき 美し さを湛 へて ゐる、 情熱 

の 泉に 觸れ てみ なければ ならない。 しかしながら、 それ は、 上代の 人と 同じ やうに、 神祕的 幻想に 富み、 韻律 的感覺 

を豐 かに もって ゐる 者に のみ 許されて ゐ る特權 であって、 末世の 凡 衆 は、 記 錄の存 する やうに なった 時代の 文獻 にた 

よって、 さらに その 古に 憧憬の 眼 を 向ける ことによって、 ゎづ かに 文 學に對 する 渴 仰の 念 を 慰し 得る に 止まる。 さら 

ば、 われわれが 記錄を 有つ やうに なった 最初の 時代の 文獻 とい ふ ものに は、 どうい ふ ものが 有った のか C 

われわれが、 はじめて 記錄を もち 得る やうに なった 時代 は、 わが 國の 文化が すでに 著しい 展開 を 見せる やうに なつ 

て來た 時代であった" もとより、 その 文化 は、 外來的 要素の 多く を とりいれ たもので あり、 大陸 的 Q 色彩 を 過分に も 

つて ゐる もので あつたので あるが、 しかし、 これが、 わが 國 民の 精神 生活 を 豊富なら しめ、 わが 文學の 各般 的 發達を 

促進す るに 與 つて 力 ある ものであった こと は、 今 さら 多言 を耍 しない。 わたくしが、 こ、 に 記錄を もち 得る やうに な 

古典 以前 I 古典時代 
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古典 文學 

つた 時代と いったの は、 いふまで もな く 奈良朝 時代 を 意味す るが、 嚴密 にいへば、 われわれが、 公の 記錄を もった の 

は、 國史に 見えて ゐる ところに よれば、 仁德 天 皇. の 四十 一年に、 紀角宿 禰を百 濟に遣 はしで、 始めて 國郡 埕埸を 分ち、 

鄕 土の 所 出を錄 せしめた とい ふの が、 外地の ことで は あるが、 その 嚆矢 とすべき であらう C 內 地の ものと して は、 履 

仲 天皇の 四 年に、 はじめて 諸國に 國史を 置き、 言 事 を記錄 せしめられ たの を 最初の 事と すべき もので あらう。 なほ、 

かう いふ 類の もの 、外に、 朝廷 または 諸氏の 家々 に それ ぐ の記錄 のあった とい ふこと、 それ は 漢字 を 用 ゐて言 事 を 

記した ものである こと は、 顯宗紀 に、 譜 第と 名づ けられる、 系譜 を 記した 書の ある 趣が 見え、 また、 欽明紀 に は、 そ 

れ より 遠き 以前から 帝王 本紀と いふ ものが 傳 はって 居る こと、 その 帝王 本紀に は誤寫 ゃ錯雜 など の ある ことが 記され 

て あり、 持統紀 には大 三輪. 雀 部. 石 上等の 十八 氏に、 その 祖 等の 纂記を 上ら しめられ たことの 記事が あるのに よつ 

て、 これ を 窺 ふこと が 出来る。 しかして、 これ 等の 記錄の 任に 當 つたの はどうい ふ 人々 であったら うかと いふに、 按 

ふに、 わが 國の 文化が 頗る 幼稚であった 時代に あって、 主として 文筆 を 事と する 地位に あった もの は、 海外からの 歸 

化 人、 もしくは、 歸化 人の 裔 孫であった の であらう。 

わが 古代 文化の 發達 は、 歸化 外人に 負 ふところが 多い。 これ は、 き はめて 舆味 ある 問題で あるが、 特に 記 錄文獻 の 

方面に おいてさう である C 懷風 藻の 序に、 「王 仁 始導ー 1 蒙 於輕島 T 辰 爾終敷 二 敎於譯 田？」 といって あるの も、 もっとも 

である。 いふまで もな く、 王 仁 は、 輕島豐 明宫に 天下 を 知ろ しめした 應祌 天皇の 御代に 来朝して、 論語. 千 字 文を獻 

じ、 王辰爾 は、 譯語 田宫に 天下 を 知ろ しめした 敏達 天皇の 朝に、 諸 史の讀 み釋き 得なかった 高麗の 表 文 を 讀んで 面目 

を 施した ので ある C 今、 この 方面の 有力な 氏族 を擧げ てみ ると、 まづこ k に、 文部と 史 部との 二つの 部が ある C 


文部に は、 東 文部と 西 文部との 二つが ある。 東の 文部 は、 大和に 住する 文 氏、 西の 文部 は、 河内に 住する 文 氏で あ 

る。 大和と 河內と は、 東西の 關 係に 立つ から、 その 東西 を 以て、 これ を區 別した ので あるが、 この 東西 文部 は、 その 

横 刀 を 奉る 咒が、 延喜式 第 八 祝詞の 條に牧 めら れてゐ る g によって、 特に 注意に 値する。 

東 文部 は、 はじめは、 倭 文 直、 また 東 文 直と 稱し、 姓 は 直であった。 日本書紀 應种 天皇 二十 年 九月の 條に、 「倭漢 直 

祖 阿知 使 主、 其 子 都 加 使 主、 並 率 一一 己 之黨類 十七 縣1 而來歸 焉。」 と ある 阿知 使 主. 都 加 使 主の 後で、 都 加 使 主 は、 雄 略 

天皇の 御代に 都賀 直の 姓 を 賜 はって ゐ るが、 ^文 直 は、 その 都賀 直から 分れた ものである。 この 文 氏 は、 新撰 姓氏 錄 

によると、 「文 忌寸、 坂 上 大宿禰 同祖、 都 賀直之 後 也。」 とあって、 坂 上 大宿禰 と问祖 とい ふこと になって ゐ るが、 

じく 姓氏 錄 によると、 坂 上宿 禰は、 「後 漢靈帝 男 延王之 後 也。」 とい ふこと である。 よって、 繽群 書類 從所收 坂 上 系 岡、 

繽 日本 紀延曆 四 年 六月の 條の坂 上大忌 寸莉田 麻吕の 上表 文、 諸家 系 圖纂の 田 村 氏 系圖、 および 新撰 姓氏 錄 など を參照 

して 考へ ると、 都 加 使 主の 系統 は、 後 漢孝靈 皇帝 II 延王 (靈 帝の 中子) II 石 秋 王 (延 王の 中子い I 阿知 使 主 I 

都賀使 主と いふ 傳へ になって ゐ るので ある。 この 東の 文 氏 は、 前に 引いた 姓氏 錄 にも ある 通り 直から 忌寸に 姓が 變っ 

てゐ るが、 何時 忌 寸を賜 はった か、 明らかで ない。 しかし、 问 族で ある 坂 上 直 は、 天武 天皇の 十 年に 速 を 賜 ひ、 同 十 

四 年に は 忌寸を 賜 はった ことが、 史に 見えて ゐ るから、 文 氏 も、 多分、 同じ 頃に 忌寸を 賜 はった もので あらう。 しか 

して、 桓武 天皇の 延曆四 年 六月に は、 文 忌 寸は宿 禰の姓 を 賜 はって ゐ る。 なほ、 坂 上 系圔に 引いて ある 姓氏 錄 によれ 

ば、 都賀 直の 男 山 木 直の 後の 東 文部 忌寸. 文部 谷 忌寸. 文部 岡 忌寸、 また、 都賀 直の 男 爾波伎 直の 後の 文 山 寸. 

5 文宿禰 . 文 忌 寸な卿 脚 . 文 忌 寸|着1 . 文 池 部 忌寸の 如き も 皆 同族で ある。 

.  古典： ^前  お 典 時代 
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6 西 文部 は、 王 仁すな はち 和 邇吉師 の 後で ある。 古事記に、 「此和 邇吉師 者 文 首等祖 也。」 と兑 え、 日本 害紀に 、「書 首 

T 之 始祖 也^と あるの は、 すな はち この 氏であって、 天武 天皇の 十一 一年 九月に 速の 姓 を 賜 ひ、 同 十四 年 六月に 忌寸の 

姓 を 賜 ひ、 桓武 大皇の 延^ 十 年 四月に、 文 忌 寸最弟 等に 宿 禰の姓 を 賜 はった 由が 國史に 見えて ゐる C しかして、 昕 

撰 姓氏 錄に は、 「文お smll 漢高 皇帝 之 後鸞王 1 也 c」 と あり、 結 日本 紀に 見えて ゐる桓 武大皇 延肟十 年 四 月、 文 忌寸最 

"が. 武生 連眞象 等が 朝廷に 上った 表 文の 中に も、 同じ 趣の ことが 見えて ゐて、 鸞 王の 後が 王狗、 王狗の 系が 王 二と い 

ふこと になって ゐる。 

^部 もまた 東西に 分れて ゐた C 史部 は、 擧 令の 義 解に、 「前代 以來、 奕世 繼， 業、 或爲， 一史 宫； 或爲， 一 博士 ^ 因以 賜， 姓、 

總謂ニ 之 史？」 といって あるので、 その 性質 は 明らかで あるが、 記. 紀. 姓氏 錄 および その他の 古書に 見えて ゐる、 史 

の 姓 を もって ゐる もの は、 非常に 多い。 しかし、 それらの もの は、 支那 または 三韓の 歸化 人で ない もの はない といつ 

てよ い C た^、 管 見の 及 ふところ では、 钵撰 姓氏 錄 右京 皇刖^ 邊史が 豐城入 彥命四 世 孫大荒 m 別命の 後で あり、 同じ 

く 御 立史が 氣入彥 命の 後で あるの がちが つて ゐる だけで ある C 今、 煩 を 厭 はす、 主 耍な史 の出自 を舉げ てみ ると 次の 

通りで ある。 

支那に 出自を 有すろ もの 

陽胡史 (姓氏 錄左 京諸蕃 上漢) 隋の煬 帝の 後、 達 率 楊 候 阿 了； 土より 出づ C 

丹波史 (同 左 京諸蕃 上漢) 後 漢靈帝 八 世 孫 孝 日 王の 後 e 

大原史 (问攝 津國諸 蕃漢) 漢人 西 4 令贵 の^し 
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筑紫史 (同 左 京諸蕃 上漢) 陳 思王植 一転 哮； の 後 e 

Hi  (同 右京 諸蕃上 § 漢 王の 後、 知摁 より 出づ e  时、 の碰 に^へ^ f 

桑原 史 (同 攝津國 諸 藜 高麗) 漢 高祖 七 世の 孫万德 使臣の 後。 

三宅史 (同 河内 國諸 蕃漢) 山 田 宿禰と 同祖 忠 意の 後と 兑 えて ゐ るが、 山 田宿禰 は、 周靈 王.^ 子齊の 後と い、" こと 

になって ゐ る。  . 

大里史 (同 河內國 諸^ 漢) 右と 同祖に 

八戶史 (同 河 內國諸 蕃漢) 後漢 光武帝 孫 章 帝の 後。 

武丘史 (同 河内 國諸 蕃漢) 後漢 光武帝 七 世の 孫愼近 王の 後。 

志賀史 (緩 後 紀承和 四 年 十二月) 後漢獻 帝の 後 G 

栗栖史 (綺紀 天平 十七 年 正月 大寺 奴婢 藉帳) 姓氏 錄に、 栗栖 首、 文宿禰 同祖 王 仁 之 後 也と ある 栗栖 首と 同族が。 

白鳥 史 (正 倉院 文書) 白鳥 村 主 (綾 後 紀承和 二 年 十月の 條) と 同祖と すれば、 魯 公伯 禽の後 C 

藏史 (三代 賈錄良 觐五年 九月) 姓氏 錄攝津 諸蕃に 見えて ゐる藏 人と 同挨 ならば、 漢の 阿智 王すな はち 阿知 使 主の 

後。 

川原 史 (日本書紀 大化五 年 三月) 姓氏 錄の 河原 連と 同祖 か e 然 らば 陳思王 植の後 C 

板持史 -綾紀 養老 三年 五月) 姓氏 錄の板 茂 連. 伊吉 連と 同祖 か。 長 安人 劉 楊 雍の後 か C 

刑部史 (坂 上 系圔) 阿知 使 主 所 率 漢人の 後。 

古典 以前 II 古典時代 
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髙向史 (同) 同上 

百濟に 出自を 有する もの 

阿直史 (古事記 應祌 天皇) 阿知 吉師の 後 C 

沙田史 (姓氏 錄左京 諸蕃下 百濟) 意 保 尼 王の 後。 

道祖史 (同 右京 諸蕃下 百濟) 百 濟國主 孫 許 里 公の 後。 

大縣史 (同 右京 諸 « 下 百濟) 和德の 後。 

大友史 (同 未定 雜姓河 內國) 白猪奈 世の 後。 

阿漏史 -同 河内 諸蕃 百濟) 姓氏 錄河 內諸蕃 に、 吳服造 百 濟國人 阿 漏 史之後 也と ある。 

林史 (同 攝津 國諸蕃 百濟) 木責の 後。 

高麗 に 出自を 有す る もの 

高史 (姓氏 錄左京 諸 蕃下高 魔) 元 羅郡杵 王 九 世の 孫 延拏王 の 後。 

島岐史 (同 右京 諸蕃下 高麗) 能祁 王の 後。 

桑原 史 (同 山城 國諸蕃 高齄) 铂 國人漢 宵の 後 e 漢人の 後に も、 桑原 史 . 大友 桑原 史 などが ある。 

島史 (同 右京 諸蕃下 高麗」 和與の 後。 

朝明史 (同 未定 雜姓 高麗) 高麗 帶方國 主 韓法史 の 後。 

新羅に 出自を 有する もの 


眞城史 (姓氏 錄山械 諸 « 新羅) 金 氏 尊の 後 C 

以上の 出自 は、 必す しも その 正確 を 保す る こと は 出来ない かも 知れない が、 大體 において、 これらの 史 姓の ものが 

诲 外より 歸來 した もの 、系統に 屬 する こと は、 否定すべからざる 事實 である C これらの 史の姓 を もって ゐる もの k 屮 

で、 もっとも 有名で あり、 有力で あつたの は 船 氏で ある C 船 氏 は、 欽明 天皇の 十四 年 七月、 王辰爾 が、 船 史の姓 を 賜 

はった に 創 まり、 天 武 天皇 十二 年 十月に 連の 姓 を 賜 はって ゐる。 すな はち、 新撰 姓氏 錄 右京 諸蕃下 百濟の 部に は、 「船 

連、 菅野 朝臣 同祖、 太 阿郞王 三世 孫智 仁君 之 後 也。」 と 記して あるが、 太 阿郎 王と いふの は、 應神 天皇の 御代に 来朝し 

た、 百 濟の辰 孫 王の 長子で、 その子が 亥 陽 君、 亥 陽 君の 子午定 君、 午定 君の 仲 子が 辰爾 である。 姓氏 錄に智 仁君と あ 

る智仁 は、 辰爾に 通. f るので あって、 河 內の船 氏の 墓誌に は、 王昝 仁と も 記されて ゐる。 船 氏 は、 菅野 朝臣と 同祖で 

あり、 また 葛 井宿禰 とも 同祖で ある。 續 日本 紀延曆 九 年 七月の 津連 I ま § 眞道 等の 上表 文に よると、 前に 述べた. ：| 定 

君に 三男が あって、 長子 は 味沙、 仲 子 は 辰爾、 季子 は 麻呂、 この 三 子が、 おのく その 職と すると ころに よって、 葛 

井. 船. 津の三 姓と なった とい ふこと である。 この 葛 井 氏 は、 姓氏 錄に、 「葛 井 宿禰、 菅野 朝臣 同祖、 鹽君男 味 散 君 之 

後 也。」 と あり、 鹽君は 上記の 午定 君で あり、 味 散 は その 長子 味 沙に當 るが、 葛 井 氏 はもと、 白猪史 であった。 日本 書 

紀を按 す るに、 欽明 天皇の 三十 年に、 王 辰 雨の 甥の 膽津 なる ものが 白 猪 史の姓 を 賜 ふ 由の 記事が あり、 糗 日本 紀の元 

正 天皇 養老 四 年 五月 十日の 條に は、 白 猪 史氏を 改めて 葛 井 連 姓 を 賜 ふと ある。 この 葛 井 連 は、 桓武 天皇の 延曆十 年 正 

月に 宿 禰の姓 を 賜 はって ゐる。 この 關係 をた どれば、 はじめて 白 猪 史を賜 はった 膽津 は、 午定 君の 長男 味沙の 子で あ 

る ことが わかって 来る。 いづれ にしても、 船 氏の ー挨 の、 朝廷に S 用せられ たこと は、 國史に 明らかで あるが、 彼ハ 

古典 以前 —— 古典時代 
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蘇 我 氏の 變に、 火中より 國記を 取り出して 中 大兄 皇子に 奉った 船.^^ 尺 は、 その 一族で あるし、 河 內國 安宿 郡に、 有 

名な 船 氏 墓誌 を殘 した 王 後 首 は、 王 辰 爾の子 那沛故 首の 子に^ り、 推 古 *舒 明の 朝に 奉 侍した 人で ある C 

文部..^ 郃ハ 文化 史上にお ける 地位 を 述べよう として、 筆 はや、 岐路に はいった が、 大體 において、 歸化人 または、 

その 苗 商が、 文化史 上に おいて どうい ふ 地位 を 占めて ゐ たかは 明らかにな つたと 思 ふ。 これにつ いて、 わたくし は、 

多く、 姓氏 錄ゃ 系圖 や、 これらの 氏族に 屬 する もの ^ 上表 文な ど を 村 料と して 說 いて 来た C 勿論、 わたくし は、 それ 

らの 記載の 全部 を その ま" に 信用して はゐ ない C 誇張 も あれば 錯誤 も あらう。 意識的の 變改も 加 はって ゐ たと 兌る ベ 

きもの も ある。 しかし、 これらの 誇張 や 變改の 裏に は、 やはり 蔽 ひつく せない 眞が 散見して ゐる。 これによ つて、 彼 

等の 地位 や 勢力の 一斑 は 窺 ひ 得られる ので ある。 しかして、 彼等 は、 朝廷の 記錄 その他の 文筆 關 係の 事に 從 つて ゐた 

ハ はいふまで もない が、 內藏造 • 大藏 造の 如き、 國 家の 財政に 關 係の ある 重要な 任に 當る ものが、 漢氏 -秦 氏で あり、 

船 迚. 津 連の 如き、 交通 關 係の 事 を 掌る のが、 やはり 王 辰 雨の 後で あると いふ やうに、 各種の 方面に 進出して ゐ たの 

である。 これ は、 歸 化 人 または 歸化 人の子 孫が、 支那. 朝鮮の 擧藝 についての 智識に おいて、 漢文 を 解し、 漢文 を 書 

くこと において、 はるかに 在来の 人士より はす ぐれて ゐ たからで ある。 かくの 如くに して、 文筆の 權 はおの づ 力ら 彼 

等に 歸す るに 至った が、 年 所を經 るに したがって、 彼等の 手に 成る 記錄 の文體 は、 漸次 純 漢文より くづれ て、 所謂 史. 

部 流の 文體 となり、 一種 異體の 漢文 を發 達せし める に 至った。 

史部 流の 漢文と いふの は、 常 陸. 出 雲. 播 磨の 各 風土記の 文章の 如き もので、 或 部分 は、 漢文 風の 考へ方 を、 純粹 

の 漢文で 書き あら はして ゐ るが、 或 部分 は、 國語 風の 考へ方 を、 漢字の 音訓 を假 りて、 その ま、 いひ あら はし、 また、 


他の 部分 は、 前兩 者の 折衷 體 ともい ふべ く、 漢文 風の 考へ方 を 漢字の 音訓 を假 りてい ひ あら はし、 國語 風ハ考 へ 方 を 

漢文で いひ あら はすと いふ やうな ものである。 であるから、 その 間に 無理が 生す るので、 頗る 異様の ものと なる。 古 

事 記の 文體の 如き は、 太 安 萬 侶の 上表 文のう ちに、 「上古 之 時、 言 意 並朴、 敷レ 文構レ 句、 於 レ字卽 難、 已 H レ訓述 者、 詞 

不 レ逑, 心、 全 以レ音 連 者、 事趣更 長、 是以， 今 或 一 句 之 中 交 TT 用 音訓 T 或 一 事 之內、 全以ぃ 訓錄、 卽 事理 叵レ 見、 以レ注 明- 

意 況易レ 解、 更非レ 注。」 と ある やうに、 十分の 注意 を拂 はれた ものであって、 史部 流の 上乘の ものと いへ る。 正倉院 

文書のう ちに 見られる 尺牘 類に も、 この種の ものが ある。 いづれ にしても、 かくの 如き、 特異の 文體 の發逹 したの は- 

-  正格な 漢文 を 書く ことに 不自由 を 感じる 人が 少く なく、 正格な 漢文 を讀 むこと に 不自由 を 感じる 人 も 多い ので、 「雨 時- 

祖命、 御子 窘， 船が 率. 巡 八十 島 1 字 良 加 志 給鈉、 猶不， 止， 哭之、 大神夢 願 給、 吿> 一 御子 之哭由 T 夢爾願 坐。」 (出 ®s 土 記 

ヒ多 都條) の やうに、 ミコヲ フネ  一一 ノセテ を 御子 乘船 而、 ゥ ラカシ タマ へドモ を 字 良 加 志 給鈉、 ィ メ 一一  ネギ タマ ハク を 

夢 願 給、 ィメ  -  丁不ギ マス を 夢爾願 坐と 書く やうな のが 勢力 を 得て 来たのに よるので も あるが、 その 根本の 原因と 見る 

ベ きもの は、 國 語と は 全くち がつ た 性質 を もって ゐる 支那 語に 適應 して 發 達した 漢字に よつ て、 わが！： 語 を 書き あら 

はさう とする 無理で ある。 國語は その 性 | 只が 多音節 語で あり、 音節 は 開 昔 節の 性質 を もって ゐ るが、 支那 語 は單昔 節 

語で あり、 昔 節の 性質 は閉 音節で あるから、 漢字 を もって 國語を うつさう とする に は、 幾多の 不便 を 忍ばなければ な 

らな いわけで ある.」 しかし、 從來 文字 を もたなかった、 わが 國に、 大陸 文化と 共に 輸入され た 漢字 は、 ま づ歸化 人お 

よび 歸化人 Q 苗裔に よって、 わが 國語 をう つす ものと しての 利用 方法が 案出され るに 至った であらう こと は、 想像に 

1 難くない-」 しかも、 この 事 は、 朝鮮に おける 漢字の 使用法の 歷史、 朝鮮に おける 俗文の 發達 など を 見る と、 思 半ばに 

古典 以前 —— 古典 S- 代 
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過ぎる ものが ある。 

朝鮮語 は、 その 言語 的 性 賈が國 語と よく 似て ゐ る。 朝鮮語と 國 語と は、 姉妹 語と もい ふべき 關係 にある。 そつ？ f^T 

語 をう つす に 用ゐら れてゐ たの も 漢字であった。 李 朝の 世宗の 代に なって 諺文の 制定 をみ るに 至った けれども、 それ 

以前 は、 漢字の みの 世界であった C しかも、 朝鮮の 上代 は、 わが 國の 上代 におけるが 如く、 ま那 文化の 影響 をう ける 

ことが き はめて 多かった ので、 上流 社會 における 敎養 は、 やはり、 漢文 學 的の もので あつたの はいふまで もない が、 

一般 社會 から 見れば、 正確な 漢文に よって 思想 を 表現 するとい ふやうな こと は 容易で ない。 そこで、 一方に おいてよ、 

漢字の 昔 訓を假 りて 朝鮮語 をう つす とい ふやうな 方法 も發 達した が、 一 方に おいて は、 漢文 を 朝鮮語の いひ ま はし 方 

にく づ した、 わが 國で いへば、 史部 流の 漢文の 如き 書き方 も 行 はれる やうに なって 來た。 

天 寳四載 乙 酉、 思仁大 角干爲 賜、 夫 只 山村 无盡寺 鑌成敎 受內、 成 記 時、 願 助 在 衆、 郞僧村 宅 方、 一 切 擅 越、 幷成 %、 

願 旨 者、 一 切 衆生、 苦 離樂得 敎受、 成 在 節、 唯 乃 秋長幢 主。 (新羅、 景德王 四 年、 Igs，i7 七 夫 只 山村 先 盡寺鐘 記」 

爲賜 は、 思 仁大角 干に つく 敬稱の 接尾 辭、 大角干 は 新羅の 職官中 第二 位の 官號。 敎受內 の 敎受は 後の 吏讀が i ^と 同じく 敬語の 助 動 

詞か。 內は 分詞 辭。 成 敎受內 は 鑄 成サル 、 の義。 在 はスル • セル の 助動詞。 敎受 ナサ レ の義。 成^ i 鑄 成 セル 時の 義。 以上 は吏讀 

である。 唯 乃 は^ 職名 維那、 幢主は 新羅の 武官 名 (鮎貝 ds 之 進 氏 著 r 雜玫」 による C) 

一 一 塔、 天寳 十七 年 戊戌 中立 在 之、 嫂 姉妹 三人 業 以成在 之、 嫂 者 零 妙 寺 一一 目 寂 法師 %&、 姉 者 照 文 皇太后 君妳 &&、 妹 

者 敬 信 大王 妳在 也。 (新羅、 景德王 十六 年、 羅廳 -舞釋 開 寧 葛 頂 寺 塔 記) 

在 之 はセリ にあた る。 立 在 之 は 立 テリ、 成 在 之 は 成年の 義。 以は嫂 姉妹 三人 ノ業 ヲ以テ とい ふやう に 用ゐら れてゐ る。 これ は吏讀 


の 用法で ある。 (，は 男 兄弟の 義) 在 旃の在 は、 こ \ では 敬語に 用ゐ られ、 ァラ セ ラレ の義、 称 は屮止 法の 助詞。 在 也はァ ラセ ラル „ 

也 は 終止 法の 助詞。 (鮎貝 麼之進 氏 著 「雜 奴」 による。) 

右の ニ咧は 共に わが 奈良 朝の 頃の ものであるが、 この 文 5 組立 方 は、 いかにもよ くわが 國の 古事記 や 風土記の 書き 

方に 似て ゐる C かう いふ 風な 同種の 文 體の發 達 は、 同じ 事情の 下に 漢字. 漢文 をう け 入れた、 異なる 國 民の 間に 發生 

した 偶然の 一致と も 見られな I- ではない が、 朝鮮が、 支那 文化の 輸入に おいて はわが 先進 國 であり、 わが 國の 文化的 

方面の 施設が、 多く 朝鮮 渡來の 人々 の 手 を 煩 はさざる を 得なかった 事情 を考 へれば、 朝鮮に おいてす でに 發 達して ゐ 

た、 特異の 文體 が、 わが 國に 適應 する やうに、 自然 的の 變改を 加へ て 文化の 移入と 共に 將來 された ので は あるまい か „ 

それほどに、 わが 國と 朝鮮との 漢字. 漢文の 應用的 方面に は、 軌をー にした ものが 見出される。 

さて、 飜 つて わが 古典 文學 をみ るに 當 つて、 わたくし は、 最初に 古典 文學 とい ふ もの 、性質お よび 範圍を はっきり 

と考へ 定めて おく 必耍を 感じる。 植木 直 一郎 博士 は、 その 著 「日本 古典 研究」 において、 古典と は、 いふまで もな く- 

「古 い 時代 に 作られた 典籍」 とい ふこと であるから、 もし、 この 「古い」 とい ふ 時間 的範圍 を廣義 に と れば 、 古人の 著 

作 書 は、 悉く これ を 古典と いふ ことができる、 しかし、 その 實 質. 內容の 種類に よって これに 制限 選擇を 加へ る こと 

にな^ば、 その 數 量は滅 殺されて、 史上に 顯 著であって、 人口に 喰 炙す る、 文獻 として 權威 ある 著作の みが 所 IS 「古 

典」 の 名 を 以て 稱 せられる ことになる、 今、 一千 年と いふ、 もっとも 區 切りの よい 年數を 標準に とって、 今より 一千 

年 以前までに 出来た 典籍 を 以て、 所謂 「古 扭、」 とする にしても、 その 種類 は、 なほ 多種 多數に 及ぶ とい ふ 意味の こと 

1 を 述べ、 それらの、 一千 年 以上 を 經た古 典籍 を、 廣義 における 古典で あると し 、狭義の 古典と は 如何なる ものである 

.  古典 以前 II 古典時代 
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か、 また、 その 種類の 範阅を 定める^ 準 は 如何なる 點 にある かとい つて、 古事記お よび 日本書紀の 二 喾 は、 本邦の 古 

典 中の 古典であって、 古典 研究の 中心た るべき ものである こと は、 おそらく、 何人も 異論の ない ところで あらう、 し 

かして、 この 記. 紀ニ 典の 研究 を 助け、 直接に、 わが 上代 研究に 资 する もの も、 吾人の 研究の 對象 として 見脫 がす こ 

と は出來 ない。 この 意味から、 古典の 種類の 範圍を 宛むべき 標準 は、 おの づ からにお-まって 來 ると 論じ、 古事記 

木は紀 の 二 書 を 第 一 とし、 これに 十 3 語 拾 遣 . 舊 事本紀 . 新撰 姓氏 錄 • 風土記お よび 延^: 式の 祝詞 式の 五書 を 加へ て、 

^せて 七 部の 古 典籍 を 以て 狭義の 古典と 謂 はう と考へ ると いって ゐられ る。 植木 博士の この 考は、 博士の にも あろ 

通り、 狭義の ものであるの は 勿論で あるが、 それにしても、 あまりに 狹 讒 であり 過ぎる やうで ある。 古事記 • 日 本書 

紀 をのみ 中心として 考へ るから、 かう いふ 考へ 方に もな り 得る ので あらう が、 何故に 萬 葉 集な どが、 古典のう ちに 數 

へられぬ ので あらう- 氏 は、 萬 葉 集 を 「上代の^ 想 • 信仰 等に 關 して 文化の 內面的 考察 を爲す 上に 最も 重要なる もの 

では ある けれども、 文學 史上の 巨资 として 之 を 差 措く ことと」 するとい つて ゐられ るに よると、 萬 葉 集 は文舉 書で あ 

るから これ を 除かれた らしい。 つまり、 これ は、 古典と いふ ものに 對 する 標準 を 記 • 紀 におく かどう かとい ふ 問題に 

歸す るので あるが、 わたくしの 考 へる ところに よると、 古典と いふ もの、 範圍を 定める に は、 まづ 第一に、 その 標準 

を 時代に もとめなければ ならない。 第二に、 その 時代の 代表的 作品 を 選ばなければ ならない。 時代 を奈良 朝お よび そ 

の 以前と する か、 平安朝お よび その 以前と する か、 或は その後の 時代 を も 含める か、 それ は、 舉 者の 仔 意で あるが、 

とにかく、 まづ、 時代 的 範圍を 定める のが 必要で ある。 時代 的 範圍が 定まった 上で、 その 時代の 作品に ついて、 いか 

なる ものが 古典と よばれる に ふさ はしい か を 決定し なければ ならない。 古 典と よばれる もの は、 少く とも その 古典 時 
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代に おける 代表的の ものである こと を 要する" しかして、 われわれの 所謂 古典時代 は、 前に も 述べた やうに、 その 限 

界を定 める のに、 學者 によって 見る ところ を 異にする であらう が、 わたくし は、 .y 戶 時代の 多くの 阈擧 者が 考へ てゐ 

たやう に、 奈良 朝と 平安朝との 問に 限界 をお いて、 それより 以前の 時代 を 古典時代 とみたい ので ある C わたくしの 主 

張の 本づ くと ころ は、 奈良 朝と 平安朝との 間に は、 一般の 文化 事相の 上に おいても、 顯 著な、 嵇々 の 相逮が あるが、 

これ を文學 方面に ついて みると、 特に 著しい 差異が 見出される ことに ある C すな はち、 言語の 上に おいて、 奈良 朝と 

平安朝との 間に は、 語彙的、 語法 的に 相 異なって ゐる 點が少 からす あり、 文章の 上で も、 兩 者の 間にお ける 文體的 凝 

化 は、 一 つに する ことの 出来ない やうな、 かなりな 隔たり を 兌せ てゐ る。 ことに また、 文字の 使用の 上に おいて、 0 

代で は、 漢字の 音訓 を假 りて 國語 をう つして ゐ たので、 所謂 萬 葉 假名なる ものが、 國語 表記の 唯一 の 文字で あつたの 

に、 後の 平安朝に なって は、 平 假名 • 片 假名の 弘通 をみ るに 至った。 この 平 假名. 片 假名の 弘通 は、 前に 述べた 文體 

の 變化を 生ぜし めた 主因で あると もい へる C しかも また、 平 假名 -片 假名に よって、 S 由に 國語 をう つす ことが 出來 

國 語の 表現 を その ま、 に 書き あら はすこと が 出來る やうに なった ので、 不自由な 史部 流の 漢文 體は、 影 を 潜めて、 わ 

づ かに 日記. 記錄の 一部分に その 俤を殘 すに 過ぎな くな つたので ある。 かう いふ、 二つの 時代の 間に 存 する 相 逮は、 

奈良 朝お よび その 以前 Q 時代 を 古典時代 として 區 劃す る に 都合 のよ い、 一つの 明白な 限界 を 示す も のとい ふ ベ きな の 

である。 されば、 まづ、 かくの 如く 古典時代 を 限定 するとして、 次に 考 へなければ ならな いのは、 いかなる もの を、 

その 代表的の ものと みるべ きかで ある C 

上に 述べた ところの 古典時代に、 出来た 編著と して、 今日に 傳 はって ゐる もの は、 古事記. 日本書紀. 萬 葉 集. 出 

古典 以前 I 古典^^ 


古典 文學 

雲 風土記 . 播磨 風土記 . 常 陸 風土記 . 肥 前 風土記 . 豐後 風土記 . 律. 令. 上 宮聖德 法王 帝說 • 歌 經標式 ， 懷風 藻の^ 

であるお、 これらの うちで、 古典時代 を 代表す るに 足る 古典と して 擧 ぐべき もの は、 古事記. 日本書紀-萬 槳集. 風 

土 記で あらう。 その他の もの は、 これ を この 時代の 代表的の ものと してみ るに は 躊躇し なければ ならぬ。 しかも、 さ 

らこ、 古. a 、の 中に おいて、 Is- 二 古典 文學 として 推獎 されるべき もの を擧げ ようとす ると、 その 範圍 は、 また 異なって 

來 る。 後代の 編 S 書に 含まれて ゐ るが、 古典時代の 作品と 兌ら れ るべき もの、 例へば、 綾 日本 紀所收 の、 奈良朝 時代 

の宣 命、 延喜式 所收の 祝詞の 如き は、 當然、 古典 文 學の範 圍に屬 すべき ものである。 

わたくし は、 古典 文學を 次の やうに 分けてみ ようと 思 ふ。 

一、 奏宣 の文舉 祝詞 二且 命。 

二、 記 傅の 文學 古事記 • 風土記。 

三、 歌謠 の文學 記. 紀の 歌謠、 萬 葉 集。 

しかしながら、 この 三者に わたって 考察 を 加へ ようとす ると、 ー應の 記述 を 試みる ので も、 旣に、 所定の 紙 數に達 

する であらう。 よって、 こ、 に は、 特に 奏宣 の文學 だけにつ いての わたくしの 考を 述べる ことにして、 讀 者の 寛恕 を 

得たい と 思 ふ。 
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後篇 奏 宣 の文學 

奏宣 の文學 とい ふの は、 延 喜式卷 八に 採錄 されて ゐるー 一十 七篇の 祝詞、 績 日本 紀に牧 めら れてゐ る 六十 一 一 篇の宣 命 

を さしてい ふので あるが、 この種の もの を、 特に 奏宣 の文擧 として 區^ して 考へ るの は、 祝詞. 宣 命の 請 は、 その 本 

來の 性質が、 他の 種の 文學の それと 異なる ところが あり、 形式 も內容 も、 これによ つて 規 おされて ゐ るからで ある。 

また、 祝詞 上目 一命 は、 その 奏宣 について、 ある 特殊の 奏宣 法が あったら しい。 祝詞に 關 して ははつ きりした 記錄 がな 

いけれ ども、 宣 命に 關 して は、 古く 宣命譜 とい ふ ものが あつたと 傳 へられ、 また、 三代 實錄 の貞觀 九^の 條に、 桓ま 

天皇の 第 十二 皇子の 仲 野 親王が、 藤原緖 嗣の傳 をう けて、 奏 壽上且 命の 道に 達して ゐられ たので、 當時 王公に その 義 

を 知る ものが 無かった から、 藤 原 基經. 大江音 人 等に 勅して、 親王に ついて、 その 音詞 曲折 を 習 は しめられ たとい ふ 

こと 力 見えて ゐる。 宣命 がさう であると すれば、 宣 命に 比して、 ー暦愼 重に 取扱 はれる 害の 祝詞に もまた、 可 等 かの、 

奏上 法と もい ふべき ものが あつたの では あるまい かと 思 はれる。 それ は ともかくも、 一は^に 對 して、 一は 諸 司. 百 

宫. 人民に 對 して、 嚴肅な 場合に、 或は 奏し、 或は 宣 する ものであるから、 文辭の 上に も 格段の 注意の 怫 よ. れ たもの 

である こと は、 ほとんど 疑がない C しかも また、 いづれ もの 場合に おいても、 一定の 型式が あって、 これ は 容易に 打 

破され ない ものと なって ゐる。 以上の やうな 諸點 から 考 へて、 祝詞と 宣 命と は、 他の 文 學とは 異なった、 別の 一類. -ご 

なす ものである こと は、 當然の こと \ して 首肯され るで あらう。 

奏宣 の文學 
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I  ^  司 

一  f  言 

延喜 式に 採錄 されて ゐる 二十 七篇の 祝詞 は、 何時頃 作成され たもので あるか、 また、 何時- 顷 編成され たもので ある 

か、 いづれ も 明らかで ない C しかし、 祝詞 式が 延 喜の 代に はじめて 編成され たもので ない こと は、 大體 において いひ 

うると ころで ある。 しからば、 延^ 1 の 祝詞 式 は、 いつの 頃 か、 すでに、 夙く 編成され たもの を、 その ま.^ 踏襲した の 

であらう か。 

そ もく、 わが 古代に おいて、 朝廷で 制定され た 法制の 書に は、 律. 令. 格. 式の 四 種が 區別 される。 これらの も 

のに ついては、 屮納言 石 川 年 足の 奏 言に 「治， 宫之 本、 耍 レ據， 一律 令？ 爲レ政 之宗、 則須ニ 格式？」 とい ひ、 また 弘仁格 式の 

序に 「律 以, ー懲肅 1 爲 レ宗、 令以, ー勸誡 1 爲レ 本、 格则 量 レ 時立レ 制、 式 則補レ 闕拾レ 遣。」 と あるので、 その 大體の 區別は 明ら 

かで あるが、 律. 令 は、 しばらく これ を 措く、 格 は、 律令の 古に 行 はれて 今に ffl ゐ 難き 事 ども を 取 拾し、 時勢 を 量り、 

^風 を 酌んで 建てた もの、 式 は、 令の 支流で、 たと へば、 禮 節の 闕 けたの を 式部 式で 補 ひ、 賦役の 遣れる の を 民 部 式 

で 拾って ゐる などで ある。 sffip しかして、 わが 國 において、 かくの 如き 式 を 撰修され たことの、 歷史に 見え 

てゐ るの は、 日本書紀. 天武 天皇 十 年 四月の 條に、 禁式 九十 ニ條を 立てられ たことの あるの が、 その はじめで あらう。 

しかし、 この 禁式 は、 主として 服飾 關 係の 制 規で あったら しい。 次いで、 鑌 日本 紀 には淳 仁 天皇の 天平 寳字 三年 六月、 

石 川 年 足が 上奏して、 刖式を 作って、 律令と 並行せ しめむ こと を 請 ひたる 記事が あり、 同 六 年の 年 足 薨去の 記事に は、 

刖式 二十 卷の 作られた ことが 兌え てゐ る。 この 別 式 は、 ^して 施行され すに 終った かどう か 明らかで ない が、 かう い 


ふ 式の 必耍 は、 一般に 認められた ところであって、 史書の 記載に よれば、 これより 以前に も、 擧式. 公 廨式： 王政 主 

帳 式 . 計 帳 式 . 行軍 式 • 申 牒諸司 式 等、 部分 部分の ことに 關 する 式の 制定され たと 思 はれる 事 t が あり、 その 以後に 

おいても、 交替 式 その他の 制定され たこと が： a えて ゐ る。 しかし、 式の 體裁. 內容の 整 ふに 至った の は、 嵯峨 天皇の， 

御代の 弘仁式 を、 その はじめと する。 

弘仁格 式 は、 嵯峨天 皇の弘 仁 十 年に 成った もので、 序文のう ちに も、 「上 起， 一大 寳 元年 「下 迄， 一 弘仁 十た や？ 都爲， 一式 M 

十卷、 格 十 卷？」 と あるが、 弘仁 式の 實 際に 施行され た 時 曰 は、 はっきりして ゐ ない。 格の 施ね された の は、 貞觀 格の 

序に、 r 弘仁十 一 年 四月 二十 一 日 施 二 格十卷 こと あるので、 明らかで あるから、 式 も 同時に 施行され たと 考 へられない 

ではない が、 式の 方 は、 一時に 全部が 施行され たので はなく、 部分的に 頒行され たのであって、 その 全部の 出揃った 

の は、 仁 明 天皇の 頃と 考定 される が、 この 弘仁 式の 第 六卷は 、「神祇 六 祝詞」 であって、 この 式に は、 祝詞が、 ー卷に 

採錄 されて ゐ たので ある。 弘仁式 は 亡 佚して、 今傳 はらない C ゎづ かに 古書に 引用して あると ころに よって、 その 一 

部分 を 復原して みる ことが 出来るだけ である。 和 K 英松 博士に、 式 逸二 卷の 編著が あるが、 その 記述に よると、 皇字 

沙汰 文に、 r 貞觀式 卷六神 S ハ」 として、 豐受宫 の 祝詞 を 引用して あるが、 貞觀 式目 錄を撿 する に、 卷六は 太政官 であつ 

て、 神祇で はない、 しかるに、 弘仁 式目 錄に は、 この 條が ある、 けだし、 貞 觀は弘 仁の 誤で あらう とい ふこと である。 

和 田 博士の この 說を 正しい とすれば、 弘仁 式に は、 祝詞が、 ー卷に 編成され て、 卷六 になって ゐ たこと が 認められる 

わけで あるが、 この 弘仁 式に ついで、 淸和 天皇の 貞觀 十三 年 八月 二十 五日 を 以て 撰 進せられ、 同 十月 二十 二日に 施行 

せられた 貞觀 式に は、 祝詞 は、 採錄 されて ゐ ない e これ は、 貞觀 式が、 その 序文に も ある やうに、 弘仁 式の 別 錄の如 

. 奏宣 の文學 
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き關 係の もので あろから、 特に 變改を 兌る ことの 無い 祝詞の やうな ものが、 これに 加 へられて ゐな いのは、 當然 のこ 

とで ある。 しかして、 延喜式 五十 卷は、 醍醐 天皇の 延喜五 年 八月 撰修の 勅が 下り、 延長 五 年 十一月 廿.； ハ H に^ 進され 

たもので ある、 延喜式 は、 その 序文に も ある 通り、 弘仁. 貞觀の 兩式を 併合し、 重複 を 刪 除し、 不便 を 改め、 ： 小足 を 

補った ものであるから、 延 喜式卷 八の 祝詞 式 もまた、 弘 仁の 奮に よって、 その ま、 採錄 された ものである とい ふこと 

は、 ほとんど 疑 を容れ ない。 

延喜の 祝詞 式が、 弘仁採 錄の舊 に 依る ものである こと は、 上述の 通りで あるが、 その 弘 仁の 採 錄は、 何に よった も 

ので あるか は、 微 證を缺 く。 しかし、 大寶 令に おいて、 すでに 嚴 然と 規定され てゐる 祭祀に 關 する 祝詞 は、 かなり 十 I： 

い 時代から、 公定の もの &存 して ゐた であらう とい ふこと は、 無理な 推 想で はない。 勿論、 同じく， SJf 式に 牧めら e 

てゐる 祝，； 1 でも、 舂日祭 - 平野 祭 . 久度古 開 . 遣唐使 時 奉幣お よび 伊勢 太 神宮 . 豐受 宮に關 する 諸種の 祝詞の 如き は、 

或は、 その 祭祀の 起源が 比較的 後代に 属する とか、 或は、 その 文辭の 用語 や 構成が 後代 的で あると かいふ やうな 理由 

によって、 これら を 他の 祝詞と 同列に おく こと は 出来ない。  . 

春 日 祭 は、 いふまで もな く、 春 日 神社に おいて 行 はれる 祭で あるが、 舂日， 神社の 創始 は、 二十 二 社 註 式 や 公事 眩 源 

などに 傳 へて ゐ ると ころに よると 稱德 天皇の 神 護 景雲 二 年の 事と なって ゐる。 しかし、 この 舂 日 祭に ついては、 同じ 

二十 二 社 註 式に、 淸和 天皇 貞觀 元年 十 一 月 四日と あり、 或 云、 第五 十五 代 文 德天皇 仁壽三 年始と ある。 この 貞觀說 は、 

すでに 鈴 木 重 胤 も、 祝詞 講^ 五の 卷 において 述べて ゐる やうに、 三代 實錄 貞觀 元年 ヤー 月 九日の 條に 「平野. 春日祌 

祭如レ 常」 とい ふ 記事が あり、 また、 その 前年、 -大 安二 年 十一月の 條に は、 大 原野. 舂 日の 祭 を 停められた 由の 記事が 


あるから、 春 日 祭の 起り は、 少く とも 天 安二 年 以前の 事で なければ ならぬ。 その 點 からみる と、 仁壽 三年 說が 無難で 

あると 思 はれる が、 これら はな ほ 研究 を 要する 問題で ある。 しかし、 いづれ にしても、 それ は 平安朝に 入っての こと 

である。 宫祭 としての 春 日 祭の 祝詞の 起草 は、 まづ その 頃の ものと 考 へられなければ ならぬ。 

平野 祭 もまた、 平安朝 以来の 祭で ある。 すな はち、 平野 神社の 主神で ある 今 木大神 は、 もと 大和の m 村に 鎅陁 して 

ゐられ たのであって、 繽 日本 紀延曆 元年 十一月 丁酉の 條 にも、 「叙 二 田 村 後宮 今 木 大神從 四 位 上？」 と兑 えて ゐ るが、 こ 

の 田 村と いふ 地 は、 光仁 天皇の いまだ 皇子で あらせられた 時に お 住 ひに なった 所で、 旣に續 日本 紀 光仁 天皇 寳@ 六 年 

三月の 條 にも、 「置, 一 酒 田 村舊宫 T 群臣 奉レ 觴上レ 壽、 極レ 日盡レ 歡。」 と 兌え てゐ る。 皇窒 とかう いふ 關 係の ある 田 村に 奉 

祀 されて ある 今 木大神 は、 この 地に お生れに なった、 光仁 天皇の 御子 桓武 天皇に は、 產 土神に 當ら せられる。 それら 

, の 事情から、 桓武 天皇の 御卽位 後、 今 木の 神 は、 延曆 年中に、 今の 平野の 地に 移された ものと 考 へられる。 類聚 三代 

格、 貞觀 十四 年 十二月 十五 日の 太 政官符 は、 平野 神社の 社 地に 關 する ものであるが、 その 中に、 「謹 撿ニ舊 記 T 延曆年 

中立 一 一件 社 一之 日、 點 it 定四至 T 搴聞 旣訖、 而社預 等、 不レ詳 二 事 意 T 無レ 領ニ此 地？」 とい ふ 記事が ある。 延唇 年中に 今の 

社 地に 移った ものである こと は、 疑 を容れ ない。 さすれば、 平野 祭 は、 延曆 以降の ものであるから、 祝詞 もまた、 こ 

れと 時代 を 等しく する 害で ある C 

久度. 古 開の 祝詞 もまた、 平野 祭の それに 準じて 考 へるべき もので あらう C もっとも、 これに は 少しく 疑義が ある。 

延 喜の 祝詞 式に は、 平野 祭の 祝詞と 久度. 古 開の 祝詞と は、 別々 になって ゐ るが、 文 は ほとんど 同様で ある。 平野 祭 

2 の 祝詞に 「皇大 御 祌乃乞 志 給 乃 任爾」 とい ひ、 久度. 古 開の 祝詞に 「皇御 祌能乞 比 給 ^ お 任爾」 といって あって、 いづ 
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れも、 從來の 御 鎖 座 地からの 移轉 が、 神の 思 召から 出て ゐる こと を ほのめかして ゐ るが、 久度 • さ 開の 神の 晳鎮座 地 

が何處 であつ たかは、 全く 判明し ない。 この 祝詞の 起草され た 頃に は、 平野の 神と 久度. 古 開の 祌とは 別々 に 祀られ 

てゐ たと 思 はれる が、 文德 天皇の 仁壽の 頃に は、 すでに 合祀 せられて ゐ たやう である。 文德 赏錄、 仁^ 元年 ャ n の條 

にある 平野 祌社祭 祌の昇 位の 策 命で は、 すでに、 BI 座の 神が 合祀され てゐ たらしい。 かう いふ 風に 見て くると、 平野 

祭の 祝詞 もつ 久度. 古 開の 祝詞 も、 共に、 延曆 以後、 仁壽 以前の 時代に 作成され たものと 考へ てよ いやう である。 續 

日本 後紀、 仁 明 天皇 承 和 三年 ヤー 月の 條に、 從四位 上 今木大 神に 正 四 位 上 を、 從五 位下 久度. 古 ra^ 祌に從 五位 上 を 

授け 奉る ことが 見えて ゐ るが、 この 時に すでに 合祀され てゐ たと すれば、 この 二つの 祝詞の 制作 年代 は延曆 以後 承 和 

三年 以前と なる ので あるが、 それ は 明らかで ない。 

遣 废使時 奉幣 の 祝詞の 如き も、 遣唐使 の はじまって からの ものである こと はいふまで もない。 小 野 臣妹子 や 犬 上^ 

御田 鍬な ど を、 隋に遣 はされ たの を、 日本書紀に は、 大 唐に 遣 はすと 書いて は あるが、 こ、 に 遣唐使と いって あるの 

は、 おそらく、 支那が 唐の 世に なつてから のこと であらう。 その、 眞の 意味に おける 遣唐使 は、 舒明 天皇の ニ华、 す 

な はち、 唐の 第二 世、 太宗世 民の 貞觀四 年、 犬 上 三 田 耜等を 遣した のが その はじめで、 爾来、 仁 明 天皇の 承 和の 初 ま 

で、 前後 十二 K に 及んで ゐる。 今、 この 祝詞の 文面に よると、 大 唐に 使 を 遣さん とする に、 船 居な きに よりて、 播磨 

阈 より 乘船 せしめよ うとした ところ、 皇 神が、 船 居 はみ づ から 作らう と敎へ 悟され て、 その 通りお 作り 下さった から- 

感謝の ため 幣帛 をた てまつ ると いふので ある。 この 遣唐使 時 奉幣と いふの は、 延喜 式卷三 臨^ 祭のう ちの、 估吉 社で 

行 はれる 開 遣 唐舶居 祭に 相當 する ものと 考 へられる。 臨時 祭式に は、 別に、 遣 蕃國使 時 祭と いふの が あるが、 これ は 


天神. 地祇 を 郊野に 祭る とい ふので、 この 祝詞に は 合 はない。 遣唐使が、 住吉の 地から 出發 する の は、 奈良朝 時代の 

恒例の やうで ある。 萬 葉集卷 十九に ある、 作 主 未詳の 天平 五 年 贈 入唐 使 歌のう ちに 、「あ をに よし 平 城の 京 M ゆ、 おし 

照る 難 波に 下り、 住吉 の三津 に舶乘 り、 直 渡り 日の 入る 國に、 遣 さる わがせ の 君 は、」 と あるが、 この 時の 遣唐使 は 多 

治 比 眞人廣 成で ある。 萬 紫集卷 五の 山上 憶 良の 好 去 好來歌 も、 この 時の もので、 その 中に、 「大 伴の 御津の 濱 びに」 と 

いひ、 反歌に、 「大 伴の 御津の 松原」 といって ゐ るの も、 使 船の 發 着地 を さして ゐ るので ある。 祝詞に、 播磨 國 より 乘 

船せ しめよう としたと ある、 播磨 國の乘 船地點 は、 おそらく 窒津 であらう と 思 はれる が、 これが 住吉の 御津に 變更さ 

れ たのが、 いつごろで あつたか 不明で ある。 マ t く、 住吉の 御津が、 耍津 となった の は、 頗る 古い 時代から のこと 

である。 住吉 神社の 祭神 は、 筑 前の も、 長 門の も、 この 攝津の も、 元来、 航海の 安全 を 護ら れる 神で あるが、 攝津の 

. は、 古く は、 蒐原郡 住吉、 今の 元 住吉に 奉祀され てゐ たので ある。 日本書紀に は、 表 筒 男 • 中 筒 男. 底 筒 男の 三 柱 神 

が、 神 功 皇后に、 「吾 和 魂、 宜居ニ 大津淬 中 倉 之長峽 T 便 因 看 二 往来 船 ご と誨 へられた こと を 傅へ てゐ るが、 この 大津 

がすな はち 元住吉 であると 考定 されて ゐる。 住吉 神社が こ の大津 から、 後の 住吉に 移られた の は 何時の 頃で あるか わ 

からない が、 古事記に、 仁德 天皇の 御代に 墨 江の 津を 定められた ことが 見えて ゐる によると、 この 墨 江の 津を 定めら 

れ たのと 同時に、 航海の 神と して、 耍津の 地に 鎭 "坐 まします 佳 吉の神 も、 また、 後の 住吉 にお 移りに なった ので あら 

うかと 考 へられる。 もし、 住 吉の津 が、 仁德 天皇の 朝に 定められ たのが 事實 であり、 また この 耍津 が、 萬 葉 集の 歌が 

われわれに 敎 へる 如く、 奈良朝 時代の 遣唐使 舶の發 着 港であった とすると、 延喜 式の 祝詞に 見えて ゐる やうな 事實の 

2 起った 時代 は、 まことに 推 想に 困難で あるが、 まづ は、 遣唐使の ことの はじまった 舒明 天皇から 奈良朝 初期までの 間 
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4 のこと であらう かと 思 はれる。 たにし、 この 祝詞 は、 き はめて 簡潔な、 事務的な ものた るに 過ぎない。 

2 

伊勢大神宮 關 係の 諸 祝詞 も、 全く 事務的な もので あり、 取 立て & いふべき ほどの こと はない。 しかも、 また、 その 

時代 もす つと 後の ものと 考 へられる。 齋內 親王 奉 入 時 祝詞に しても、 遷奉太 神宮 時 祝詞に しても、 その 制度の 定めら 

れた 時代の もので はなく、 それが 恒例と なりきって しまった 時代の ものである こと は、 それぐ の 本文 を 見れば、 容 

易に 首肯され る 所で ある。 

以上の 外、 なほ、 大嘗祭 • 鎭 御 魂齋戶 祭の 祝詞の 類 も、 その 祭祀の 性質 や 文辭の 慣用な どの 上から 兌て、 いづれ も 

比較的 後期の 起草と 考 へられる し、 東 文 忌 寸部献 横 刀 時 呪の 如き は、 全く 趣 を 異にする ものであるから、 しばらく こ 

れを 除く とすると、 延喜 式に 採錄 されて ゐる 祝詞のう ちで、 まことに 奈良朝 以前から 奈良 朝に かけての 作品と して 兑 

ちれる ベ きもの は、 祈年祭 . 廣瀨大 忌 祭 . 龍 田 風神 祭 . 月次 祭 . 大殿祭 . 御門 祭 . 大祓 • 鎭火祭 . 道饗祭 . 遷却祟 神 

祭. 出 雲 國造祌 賀詞の 十一 篇に 過ぎない ことと なる。 賀茂眞 淵 は、 祝詞 考の 自序に おいて、 出 雲 國造祌 賀詞 は 飛鳥^ 

本官の 御代 (舒 明) の 言、 六月 . 十一 一月 大祓 の詞は 大津淸 御原の 御代 (天 武) の詞、 遷都 祟 神 . 大殿 祭の 訶は藤 原の 

宫の 末、 祈 年.. 廣瀨 . 龍 田 等の 祭 詞は奈 良 朝の 始の 頃の ものである、 自餘の もの は 論す るに 足りない と 評して ゐ るが、 

眞 淵の、 祝詞 制作 年代に 關 する 考定 は、 その 一流の 直覺 的の ものであって、 何等 的確な 論證の あるので はない。 本 居 

宣 長が、 大敢 詞後釋 において 、「祝詞 式に 出た る 諸 祝詞 等の 文、 各 勝 劣 見えて、 實に 古き と 後なる との 差異 あり。 此大 

人に 非す ば、 誰か は斯る 古文の 然る 差異 をば よく 見 別む と 尊く ぞ 所思 ゆる。 然 ども、 此は 彼より 劣れり、 其は此 より 

後な りな ど、 一 毎に 品 を 評め て 云れ たる は、 信ら れ す。 凡て 古の 事、 然 ばかり 微細に 差異の 見え わかる、 物に あらす。 
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又、 祈 年. 廣瀨. 龍 田まで を 擧て、 餘のは 取に 足らざる 如 云れ たる も 心得す。 彼 祝詞 等 を 除て、 外に も祸 古く 愛た く 

見 ゆる は 有るな り。 又、 其 は 其 御代に 作れり と 定められ たる も 皆 信ら れぬ 事な り。 此將、 然 明亮に 見え 分る、 物に は 

非 f -。」 と 論じて ゐ るぬ は、 まことに、 その 當を 得て ゐる。 祝詞 考の說 は、 獨斷 の畿を 免れない。 

武 田祐吉 博士 は、 延喜 式の 祝詞 を、 その 形式に よって 分類 するとき に、 各 節の 終が r 宣る」 に 止って ゐ るか、 「巾す」 

に 止って ゐ るかき、 分類の 標準と する ことが 出來 ると いひ、 さらに、 r 宣 ると 申す との 意味から 考へ ると、 祝詞のう ち、 

宣 るで 終った ものの 方が、 申す で 終った ものより ももとの 形で あると いふ ことが 出来よう。 殊に、 平安朝 以後の 祝詞 

は、 悉く 屮 すの 形で、 この 形が 新しい 形で ある ことが 知られる C 同じ 大赦の 詞 にしても、 延喜式 所載の もの は宣 るの 

形で、 朝野 群 載 所載の もの は 申す の 形で ある、 延 喜式卷 十六 所載の 追儺の 祭文 は、 同一 の 文中に て、 皇祌 たちに は. & 

すと 結び、 疫 鬼に は宣 ると 結んで 使 ひ 分け をして ゐる C これ 當時、 旣に宣 ると 申す と 15!: 別す る こと を 意識して ゐ たこ 

と を證 する ものである。」 §m 、神：：： ling お と 論じて ゐられ るが、 まことに、 その 通りで、 延喜式 所牧の 祝詞 は、 

これ を官 T も 式と ¥カ 式と に、 二 大別す る ことが 出来る し、 また、 比較的 古い 時代に 篤す ると 考 へられる 祝詞 は、^ 

式の ものである。 しかして、 M ^式の ものに ついて 考 へれば、 武田 博士の いって ゐる やうに、 祝詞 は、 天皇の 宣 命で 

あると いへ ないでも ない。 しかし、 宜命 といって は、 誤解 を 生じ やす い 。 元來、 この 宣 ると いふ 語に はいかなる 意義が 

あるかと いふに、 わたくし は、 宜 るに は 吿げる の 意義が あって、 古く は、 ffl^, と 同じ やうな 意義に 用 ゐられ て 

ゐ たので あらう と 思 ふ。 萬 葉 集の 用例 を 見る と、 萬 葉 集の のる は、 多く は 「名 を吿 る」 とい ふ 場合に 用ゐ られ、 吿字 

もしくは 謂 字を當 てて ある こと も ある。 た^ 一  つ、 卷 九に、 「父 i 爾事毛 吿良比 如 明日 吾 者來南 登」 とい ふの が あるが、 
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この 吿良比 は、 明らかに のら ひで あり、 良 行 四 段の のる (吿. 謂) を 波 行 四 段に 活用 させた 語であって、 こ^は、 が 

字 もしくは 謂 字に 當 るの ると いふ 語が、 「名 を吿 る」 とい ふ、 熟した 慣用 以外に、 獨 立して 用 ゐられ てゐる 一 つの 冽で 

ある。 「名 を ザる」 に關 係の ある もの は、 多くの 中に ついて 一例 を あげれば、 萬 葉集卷 十五に 、「加 思 故 ぁゃぉぎぎ 女 

m 思 乎 美 故 之 治 能 多 武氣爾 多知旦 伊毛 我 名 能 里 都」 の 如き ものが あり、 謂 字 をの かと 訓 むべき ものに (他の 旁 例に よ 

9  *  夕ラチ ネノ  〈、- 一  モ 0  0ヅ、 メリ シ n  、  n ハ m  キミ ガ マ -ー マ -f 

りて) 卷卜三 「足 千 根 乃 母 雨 毛 不謂暴 有 之 心者縱 公之 隨ー の 如き 例が ある。 台 記^^に よって 俾 はって ゐる 

, , dl^t  L に  ノラ ズ  sr 

I*  ；?]  I  I  -  *  n>  , コンク， 一に はシ >  I サシ >テ>  ュフヒ ヨリ アサ ヒ テル- 1 イタル -lap ァ マツ ノリ ト ノ フト ノリ ト ゴトプ モチテ O  O  - カク o  0 

4 臣壽詞 のうちに も、 「此玉 櫛 遠 刺 立 氐自, 一夕 日 一至, 一朝 日照 i§ 天津 詔 戶乃太 詔 刀 言 逮以氐 吿禝 如此吿 波」 とい ふ 一 節が 

あるが、 この 吿禮は のれ、 告波 はの らばと 訓 むべき ものである こと は、 疑がない。 大 祓の訶 にも 、「天津 祝詞 乃 太 祝， 詞 

事 乎 宣禮如 此久乃 良 波」 と ある。 かくの 如く 用 ゐられ るの る は、 上から 下にい ひ 聞かせる とい ふやうな、 限定され た 

意義 を もって ゐ るので はなく、 他の ものに いひ 知らせる とい ふ ほどの、 一般的な 意義 を もって ゐろ に過ぎないの であ 

る。 のる とのぶ (述) と は、 同 語源から わかれた 二 語で ある。 宜は のる にものぶ にも 當 てられる。 宣 字の 或 場合の 川 

法が、 上より 下に 及ぼす 袞義を もっから といって、 宣 字の すべての 場合が さう であると はいへ ない。 宣命 とい ふの も、 

ミコト ノリであって、 至尊の 御 一一 目 (命) を、 廣 く吿げ 知らせる 義 である。 奏宜 とい ふ 熟語に おける 宜も、 上から 下に 

告げる 義 ではない。 であろ から、 わたくし は、 式の 祝詞の、 一 々の 文の 終が 宣 るに 終って ゐ るの， を 怪しまない。 

何と なれば、 これらの 宜る は、 大體 において 吿 ぐと 同じであって、 他に いひ 知らせる 義 であるが、 萬 葉 集な どの 用例 

によって みると、 鄭重の いひ あら はし 方に 用 ゐられ る やうで ある。 「名 をのる」 とい ふの も、 上代に おいて、 名 をい 

ひ あら はすの は、 重 々しい ことにな つて ゐ るから、 さう いふ 場合に のる が 用 ゐられ ると いふ こと は、 おの づ からこの 


語の 本義の 一斑 を 示す ものと 思 はれる が、 母に 對 して 、「母に ものら す」 と、 のる とい ふ 語 を 用 ゐてゐ るの も、 また 同 

様で ある。 中 臣壽詞 に、 「天津 詔 戸の 太 詔 刀 言 をのれ」 といって ゐ るが 如き は、 ことに、 ごの 語の 本質 を 明らかにする 

ものである。 この場合の のる は、 申す とい ふ ほどの 意味に 用ゐら れてゐ るので ある。 繽 日本 紀の宜 命の 形式 は宣る 形 

式で あるが、 これ は、 宜 命と いふ ものの 性質 上、 宣字を 用ゐて ノル を 書き あら はすの が 普通に なって ゐ るが、 そのう 

ちの ある. {ー且 命に は、 宣字を 用ゐる 代りに 詔 字 • 勅 字 を 用 ゐてノ ルを 書き あら はして ゐ る。 文武 天皇 元年 八月 十七 日の 

宣命は 「諸 聞 食 止 詔」 とい ふ 書き方に 一 定 されて 居り、 稱德 天皇 天平 寶字八 年 十月 十四日の 宣命 では、 「諸 聞 食止^」 

とい ふの が、 一定した 書 方に なって ゐる。 宣 命に は、 勅の 字 は、 よく 「勅 久」 とい ふ 形で も 用ゐら れてゐ るが、 これ 

は リタ マ ハクと 訓 むべき ものであると 思 ふ。 また 「•  ： • 止 勅 天皇 我 御 命 乎」 などと も W ゐら れてゐ るが、 これ はノ 

リタ マフ；^ 訓む のがよ からう C しかし、 これから 推して、 文の 終止に 用 ゐられ た 勅 や 詔をノ リタ マフと 訓 むの はよ ろ 

しくない。 宣の旁 例によって、 勅 も 詔 も、 文の 終止に 用 ゐられ てゐる もの は ノルと 訓 むの をよ しとす る。 けれども、 

また、 これから 逆に、 宣命 において は ノル を あら はすに 勅 や 詔 を 以てして ゐ るから、 ノルと いふ 語に は、 勅 や 詔の 文 

字に よつ てあら はされ る 意義が あるとば かり 考へ るの は 誤で ある。 

右の やうに、 諸種の 祝詞のう ちで、 宣る式 を 比較的 古い ものと すれば、 いかなる ものが これに 屬す るかと いふに、 

祈年祭 • 廣瀨！ < 忌 祭 . 龍 田 風神 祭 . 月次 祭 . 大祓 . 大嘗 祭の 祝詞 は S, 式の もの、 大殿祭 . 御門 祭 . m 火 祭 . 道饗祭 . 

鎭御魂 齋戶祭 . 遷 却祟祌 祭の 祝詞お よび 出 雲國造 神貿詞 は！^ 式の ものである。 なほ、 比較的 後世の ものと 思 はれる、 

2 春 日 祭 • 平野 祭 . 久度古 開 . 遣唐使 時 奉幣の 祝詞 は、 みな！^ 式で あるが、 ^勢 大 祌宫關 係の もの は、 祌衣祭 . 月次 
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8 祭の 祝詞お よび 祌赏 祭の 祝詞で 大宮司の 奏する もの だけ は、 {ー^ 式で あるが、 他 はみ な 式で ある。 

M^. 式の 祝詞のう ちで、 特に 注意 せらるべき は、 祈年祭の 祝詞と 大 祓の訶 とで ある。 月次 祭の 祝詞 は、 祈年祭の 祝 

詞 と大體 において 同文で ある。 わたくしの 考 へる ところに よれば、 月次 祭 は、 令の 時代に すでに 六月. 十二月に； 了 は 

れる やうに なつて ゐ たが、 木來 は、 その 名稱の 示す 通りに、 毎月 行 はれて ゐ たものと 思 はれる が、 そのうち 廣 乍に 着 

手す る 二月の 月次 祭に は、 特に、 農作の 豐 かなら むこと を 祈る 意味の 文辭を 月次 祭の 祝詞に 加へ た。 具體 的に いへば、 

最初の 一節に おいて 「今年 二月 爾御 年初 將賜登 爲而」 を 加へ て 、「今年 乃 六月 月次 幣帛 云々」 を 削り、 次に、 第二の 節 

として 「御 年 皇神等 能 前爾曰 久沄々 」 を 、「大 御巫 能 辭竟奉 云々」 の 一節の 前にお いた 祝詞 を 奏する もので あったらう 

と 思 はれる が、 その後、 月次 祭 を 六月 • 十二月の ニ囘に 行 ふこと に 定められた 時代に、 二月の 分 だけ は 祈 年の 意味 も 

ある ことで あるから、 特に 祈年祭と して その ま.^ 揭立 する やうに なり、 祝詞 も、 もとの ま \ の もの を 奏する ことにな 

つたので あらう。 祈 年 は、 周禮に 「凡 國祈ニ 年于田 祖？」 と あり、 毛 詩に 「祈 年 孔夙、 方社不 レ莫」 などと ある、 その 祈 

年の 義で、 令義 解に も、 「祈 猶禱 也、 欲, 令 K 歲災不 レ作時 令 順 * 度、 卽於ニ 祌祇宫 1 祭， 之、 故 曰， 一 祈 年 一」 と ある。 祈年祭 

を國 語で トシ. ゴヒ マツリと いふが、 その トシ は、 年 穀の義 で、 雨雅疏 にも 、「年 者 禾熟之 名」 と ある。 萬 葉集卷 十八の 

大伴家 持の 歌に 「わが 欲り し 雨 は 降り 來 ぬかく しあら ば言擧 せす とも 登 思 波 佐 可 延牟」 とい ふの が あるが、 これ は、 

天平 感寳 元年 五月 以來、 旱天が っ^いた ので 百姓. 田 畝に 凋 色が あつたのに、 六月 四日に 雨が 降った ので、 これ を賀 

した 歌であって、 登 思と いふの は、 年穀 のこと を さしてい つて ゐ るので ある。 かう いふ 例から 見ても、 祈年祭 は、 年 

穀の 豐穰を 祈る だけの ものであるのに、 別種の、 阈 運の 發展を 祈る やうな 意味 を もつ 文 辭の加 はって ゐ るが 如き は、 


人 をして、 頗る 異様な 感 をいだ かしめ る。 サ ー . ァ ー ネスト. サ トウ 氏が、 その 所說 は簡單 であるが、 一 八 七 八 年の 

日本 亞細亞 協 會の雜 誌 § 載した、 「日本 古代の 祝詞」 とい ふ 論文 中に この 事 を 疑 ひ、 今の 祈年祭の 祝詞 は、 月次 祭の 

祝 詞に祈 年の 意味 の あ る 部分 を 附加 へた もので あらう といって ゐ るの は、 もっともな 考 であると 思 ふ。 

JW 年祭の 祝詞のう ちで、 とりわけて われわれの 注意 を ひくの は、 「辭 別、 伊勢 爾坐天 照 大御神 能 大前爾 s 久」 と ある 

一節で ある。 これ は、 わが 古代の 國 民の、 國 土の 開發、 國 勢の 展開、 皇室の 隆昌に 關 する 念願 を如赏 にい ひ あら はし 

たものと 見る こ と が 出来る。 出 雲 風土記 意 宇 郡 の條に 見えて ゐる國 引 傳說の 文章 を、 古文の 巧妙な ものと して 賞美す 

る 人が 少 くないが、. わたくしの みると ころで は、 祈年祭の この 條の 文の 方が、 古文と して は、 はるかに まさって ゐる „ 

これ は、 古文の 妙 をき はめて ゐ ると いふべき、 古事記 上卷 の、 速 須佐之 男 命の 天に 上られる 時の 記事、 また 天照大神 

と 速 須之男 命と 宇氣比 をされ る 時の 記事の 勁 健に は 及ばない ところ は あるが、 氣 宇の 雄大なる にかな つて ゐる 筆致の 

銳 さは、 萬 葉の 傑作と 匹敵す るに 足る であらう。 然しながら、 わが 古代人の 奔放 自由な 詩想の 所產 として、 優秀な、 

神秘的の 一 大 詩篇と も 見るべき もの は、 大 祓の詞 であらう。 

大祓 Q 詞は、 祝詞 式に おいて は、 fl^ 式の 形態 を 具へ てゐ るが、 もとの 形に おいてさう でなかった こと は、 大祓の 

性質から 見て 明らかで ある。 これ は、 神に 向って 奏上す る もので もな く、 祌の 仰せ を宜 示す る もので もない。 この 詞 

それ 自身に、 罪 穢を祓 除す る 力が あるので あり、 この 詞を 誦する ことによって、 過ち 犯しけ む 種々 の 罪は殘 ると ころ 

なく 祓ひ淸 めら れ ると いふの が、 所謂 神ながら の考へ 方で ある。 「高天原 爾神留 坐 祌漏岐 祌漏美 乃 命 以氐」 とい ふよ 

り はじめて、 「根 國底之 阈爾坐 速 佐 須良比 咩登云 神、 持 佐 須良比 失 粒」 までが 祓の詞 であって、 その 前後の 文辭 は、 朝 

奏 まの 文 畢 
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o 廷の 行^と して、 親王 . 諸 王. 諸臣. 百官 人 等の 罪 を祓ふ 重要性 を もつ 大祓 が、 一 の^ 型 をと る やうに なつてから 附 
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加 へられた ものと 思 はれる。 勿論、 大祓 の詞の 本文 は、 何時頃の ものである か、 これ は 明らかで ないし、 また、 今日 

に俾 はって ゐる 本文が、 延喜 もしくは 弘仁 以前に、 どれ だけの 改修 を經 たもので あるか も わからない。 後の 大祓と 同 

じ 性^の ものと 見られる 祓 の國史 に 兌え てゐ るの は、 日 Jil 紀、 天武 天皇 五 年 八月の 條に 「詔 曰、 四方 爲ニ大 解除 一 云 

々。」 同 七 年の 條に 「是 春、 將レ祠 一一 天神地祇； 而 天下 悉祓 蟛。」 と あり、 また、 同 十 年 七月の 條に、 「丁酉、 令 二 天下一 悉 

大 解除、 當ニ此 時 1 國造等 各 出 ニ祓柱 奴婢 一 口 一而 解除。」 と あるが、 これら は、 その もっとも 古い もので あらう C これよ 

り 以前の 時代に も、 祓喫ゃ 解除の 記事の 見えて ゐる ものが あるが、 それら は、 或 特殊の 場合に おける、 部分的 もしく 

は 個人的の 行事な ので ある。 されば、 天下の 大 解除と いふべき もの は、 天武 朝に はじめて 行 はれた ものと 考 へられる 

が、 ^して どうで あらう か。 古事記 中卷に は、 仲哀 天皇 崩 後、 神 功 皇后が 1! 之 大祓を 行 はせられ たこと. を 記して、 「更 

取 n 國之大 奴 佐 1 而、 種 u 々求 生釗 • 逆剝 . 阿 離. 溝埋. 屎戶. 上 通 下通婚 . 馬婚. 牛婚. 鷄婚. 犬 婚之罪 類 1 爲 n 國之大 

祓？」 と ある。 この 大祓 は、 「國之 大祓」 と あるので、 後の 「天下の 大祓」 とい ふ ものと 同じ やうで あるが、 この場合 を 

みるに、 仲哀 天皇の 崩御に 驚かれた 皇后が 天皇 を 殯宮に 坐せ て、 さ ら に 祌命を 請 ふために 行 はせられ たので あるから- 

國 之大祓 といっても、 これ は、 部分的の ものと 兑る を至當 とする C 而 して、 この 古事記に 見えて ゐ る大祓 は、 部分的 

であると 同時に、 また、 臨時 的で も ある。 日本書紀に 見えて ゐる、 天武 朝の は、 全般的で は あるが、 やはり 臨時 的で 

ある。 もっとも 大祓が 何時頃から、 六月. 十二月の 晦日に 行 はれる やうに なった か明徵 はない。 大祓を 朝廷の 大祓と 

國 の大祓 との 二つに わけてみ るの も、 一 つの 見方で ある。 靱廷の 大祓と は、 六月. 十二月に、 朱 雀 門外で 行 はれる を 
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いふ. ので あり、 國 の大祓 とい ふの は 画 々で 行 はれる をい ふので ある。 古事記 傳ゃ鈴 木 i 胤の 祝詞 講義に は、 かう いふ 

見方で 說 かれて ゐ るが、. 朝廷の 大祓 とい ふの は、 令 制 以後の もの k やうで ある ことから 考へ ると、 それ 以前に は、 さ 

うい ふ區 別が なく、 一般的に 行 はれる 祓は、 大祓 とい ふ 名で よばれた ので あらう。 續日 本紀、 文武 天皇 大寳ニ 年 十二 

月の 條を 見る と、 「壬 戌、 廢 ニ大祓 Tffl: 東西 文部 解除 如レ 常」 と ある。 壬 戌 は 三十日に 當 るから、 これ は、 十二月， t 日に 

行 はれる 恆 例の 大祓を 行 はせられ なかった ので ある。 按 ふに、 これ は、 太 上 天皇が この 月の 二十 三日 を 以て 崩せられ 

たからで あらう。 しかして、 なほ、 延 喜の 祝詞 式に も、 その 撗刀 を獻 する 咒 文の 見えて ゐる 東西 文部の 解除 は、 この 

際にお いても 行 はれた ことの 記されて ゐ るに； H5 つて みれば、 大寳 の當 時に おいて、 祌祇 令の 规 お通りの 大祓 の、 實際 

に 行 はれて ゐ たこと が 知られる が、 恆 例の 大祓の 國史に 見えた の は、 これが 最初で ある。 然しながら、 この 恆 例の 犬 

祓は、 必す しも、 大寳令 制定 當 時には じ まった もので は あるまい。 東西 文部の 解除が これに 伴 ふこと になって ゐ るが、 

文化 上に おける 文部の 勢力が すでに 衰へ てし まった 大寳の 時代に、 文部の かう いふ 行事が、 新しく 國 家の 制度の 上に 

入り込む とい ふこと は、 ほとんど 考 へられない。 按 ふに、 この 大祓が 朝廷の 行事と して、 六月 • 十 二月の 晦日に、 恆 

例の ものと して 行 はれる やうに なり、 文部の 解除 もこれ に 加 はる やうに なった の は、 大寳を 遡る、 なほ 遠き 時代で あ 

つたので あらう。 恆 例の 大祓 が、 大寳 以前の 阈史に 見えな いのは、 それが 恆 例の ものであるから 特に、 一 々、 これ を 

筆に する に 及ばなかった ので あらう。 

大 祓の詞 は、 われく の 有って ゐる 古典 文學 のうちの、 有數の 雄篇の 一 である。 「高天原 爾祌留 坐、 皇親神 漏岐祌 

漏 美 乃 命 以氏八 百 萬 神 等 乎 神 集 集 賜 比、 祌議 議賜氐 云々」 とい ふ 冒頭から、 皇孫 命が 天下 を 統一 され、 安國と 平け く 
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知 食す 國 中に 成り 出で む； 大の益 人 等が 過 犯しけ む雜々 の 罪咎は 云々 と說 いて 来る 所 は、 この 械ハ 古文の 定型 的の もの 

であって、 あへ て異 とする に 足りない が、 それより 進んで、 天津 祝詞の 太 祝詞 1 目の 效果を 述べ、 雜々 の 罪の 失 はれる 

に 至る 次第 を漸暦 的に 舉げ てゐる 段の 如き は、 まことに、 譬喩の 奇を盡 し、 修辭の 妙 を 極めて ゐる。 今、 この 段 を 平 

名 交りに 書き直して、 その 奇と、 その 妙と を 味 はって みょう。 

^まと  ひ-り  ち ゎキ； ち わ  きこ 

かく  (天津 祝詞の 太 祝詞 事 を) 宣 らば、 天津神 は、 天の 磐 門 を 押し 披 きて、 夭の 八 m 雲 を いづの 道 別に 逬別 きて 聞 

散 さむ。 國津祌 は、 高山の 末、 短 山の 末に 上りまして、 高山の 伊 穗理、 短 山の 伊 穗理を かき 训 けて 聞 食 さむ。 かく 

聞 食てば、 皇御 孫の 命の 朝廷 を 始めて、 天の下 四方の 國に は、 罪と いふ 罪 は あら じと、 科戶の 風の 天の 八重雲な 吹 

き 放っ^の 如く、  g が li!i、  御 霧 を、 朝風 夕風の 吹き 掃 ふ 事の 如く、 大津邊 に 居る 大船 を、 舳 解き放ち、 鱸 解 

き^ちて、 大.^ 原に 押し 放っ^の 如く、 彼方の 繁 木が 本 を、 燒 鎌の 敏鎌 もて 打ち 掃 ふ 事の 如く、 遣る 缺は あら じと 

祓ひ給 ひ、 清め 給 ふ 事 を、 高山の 末、 短山& 末より 佐久那 太理に 落ちた ぎつ 速 川の 瀨に 坐す 瀨織 津比咩 とい ふ祌、 

や ほ あ ひ  ば 々あ キ-っ ひ め 

大海原 こ 持ち出で なむ。 かく 持ち出で 往なば、 荒 潮の 潮 ハ八百 道の 八 潮 道の、 潮の 八 百會に 坐す 速 開 津比咩 とい ふ 

い ぶき ど  レ ぶ  I 

祌、 持ち かに^み てむ。 かく か、 呑みてば、 氣吹戶 に 坐す 氣吹戶 主と いふ 神、 根の 國、 底の 國に氣 吹き 放ちて む。 

かく 氣 吹き 放ちてば、 根の 國、 底の 國に 坐す 速佐須 良比咩 とい ふ 神 持ち さすら ひ 失 ひて む。 

右の 一段 は、 二つの 部分に 分 たれる。 その 一は、 天津 祝詞の 太 祝詞 事 を宣る ことによって、 いかに 罪と いふ 罪が 淸 

めず はに るか を 述べて ゐる 部分で あり、 他 は、 その 祓ひ 清められた、 あらゆる 罪が、 いかに、 祌々 の 力に よって 失 は 

れ るか を說 いた 部分で あるが、 前者に あって は、 天津 祝詞の 太 祝詞 事 を 天祌. 國神 がいかに 聞 召す か を 次の やうな 對 


短 咼 

山 山 

の の 
い い 

ほ ほ 


1 か 

さ 

を 

わ 

け 

て 

句 を 用ゐ てい ひ あら はして ゐる 

天の 磐 門 を II 

て— 一 

T 天津神 は  む ( 

いづのち わきに ちわきて— 一 

天の 八重雲 を II 一 


高山の 末— 

短 山の 末— 


—に 1 一 


上りまして— 

國津神 は—   聞 食 さむ。 . 


また、 あらゆる 罪が、 いかに 祓ひ 清められ るか は、 まことに 爽快な 感じ を與 へる、 調の ほがらかな、 次の やうな 對 

句 を 以て、 これ を 述べて ゐる。 
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デ い ノ重雲 を — j 

科 戸の 風の，  ，—¥ ぎ 事の 如， 

朝の 御 霧— 一 

夕の 御 霧— - 

— 一 

V  I の—  ； 吹き 掃 ふ 事の 如， 

夕風 —- 

大津邊 にゐる 大船 を- 

舳 解き放 ち— 一 


-を - 


鱸 解き放ち て— 


押し 放つ 事の 如， 

大海原に— 


彼方の 繁 木が 本 を- 

四 燒 鎌の 敏鎌 もて I- 


る 

罪 
は 

ら 

じ 

打 掃 ふ 事の 如 

右の やうな 對 句の 形式 は、 正對 ではない。 しかし、 かう いふ 變對 において、 われく は 特殊の 魅力 を感 する。 これ 

を 記紀の 歌謠に 見よ、 對句 はかなら す 正對、 いかにも 整然として ゐ るが、 變 化に 乏しい 憾 がないで はな ハ。 こ. si を， 況 
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詞に 見ても、 多く はこれ、 正對 S 列であって、 定型 I 返す に過ぎない？ ある。 この 大祓 S の對 句の 構成と 請 

を 同じく して ゐる ものに、 祈年祭 (月次 f 同じ) の聽 のうちの、 天照大神の I に 白す 詞が ある。 この I， 

の 形式 を擧げ ると、 次の 如くで ある。 

皇 神の— 見霽かします I 一 

四方の —— .  


II 國は —天の— 壁 立つ 極 國の I 退 立つ 限 

1 青雲の— 靄く 極 白雲の— 隨坐向 伏す 限 


掉 I 

柁- 


—干 さす I 一 


大海原に— 

舟— 


青海原 は = 舟の 鱸の—^^ る 極 


—满 ち 镜， £ て 


陸より 注く 道 は = 馬の 爪の—^^ る 限 I  —立ち^て 


荷の 緖— 一 

みて. 

木 根一 


長 道一間な く —一 


磐 根 I 
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) 狹き國 は  廣く  

I 峻 しき 國は  平け く— 

八十 綱— 一 — 

うちかけて— I 

ゲ寄 する 事の— 一 

遠き 國 は  如く  I  1 

皇大御 神の  寄 さし 奉らば、 

右の ^は、 一種の 正對 であるが、 n;f!T は、 變對 であり、 自由 對 である。 對 句の 形式の 發 達から みれば、 正對 は、 原 

始 的の もので あり、 自由 對は、 發 達の 後期に 屬 する。 

^式の 祝詞のう ちで は、 大殿 祭の 詞が 異彩 を 放って ゐる。 式に、 「凡 祭祀 祝詞 者、 御殿. 御門 等 祭、 齋部氏 祝詞、 

以外 諸 祭、 中臣氏 祝詞。」 と あり、 古語 拾 遣に も 「殿 祭. 門 祭 者、 元 太 玉 命 供奉 之 儀、 齋部氏 之 所， 職 也」 とあって、 

これが 齋部 氏の 掌る ところで あるの が、 特筆に 値する ものの 一 つで ある。 次に、 この 詞が、 他の 普通の 祭儀の 詞とは 

- 一と ほき 

異なりて、 言 壽の詞 である こと は、 さらに、 注意 を 要する、 他の 一 つの 點 である。 

大殿 祭が 齋部 氏の 掌る ところで あり、 齋部廣 成が、 古語 拾 遣に おいて、 殿 祭の 起源と 齋部 氏との 關係 をカ說 して ゐ 

る やうな ことから、 この 大殿 祭の 詞を廣 成の 作る 所と 見る 說も あるが、 それ は 賛成し がたい。 それ は、 單 なる 想像 說 

であるから である。 また、 古語 拾 遣に ある 通りに、 殿 祭. 門 祭が 神武 天皇の 御代に はじまった としても、 この 詞が、 

その 時代の ものであると は考 へられない。 しかし 大殿 祭の 詞が、 齋部 氏の 傳承 による ものである こと だけ は確實 にい 


ひうる ことで あらう。 これ は、 齋部 氏の 職掌から 考 へて みても、 かう いふ 詞を その 家に 傳 へて ゐ たの は 當然 のこと で 

あるし、 また、 この 詞の紬 註が、 古語 拾 遣の 殿 祭. 門 祭の 條 にある 細 註と、 その 體裁. 用字な どの 點 において 軌をー 

にして ゐる ところで あるの を 見ても、 兩 者が、 その 本源 を 一にして ゐ ると 思 はれる からで ある。 しかし、 さう である 

からといって、 これ を齋部 氏の 或 特定の 人の 作と する ことの、 何等の 正當 なる 理由 も 認められない。 かくの 如き 言壽 

の詞 は、 言霊の 信仰の 盛 行に^: つて、 一種の 形式 を 成した ものである こと はいふまで もない。 日本書紀、 顯宗 天^ 卷 

に 見えて ゐる窒 壽の詞 と、 この 大殿 祭の 奇護言 とを對 照して みれば、 兩 者の 間に 一脈の 相 通す る ものの ある ことが 看 

取され て、 後者が、 毎年の 行事と して 行 はれる、 皇居に 對 する 窒壽 であり、 前者が、 新裝 成れる、 一 地方 {R の 住居に 

對 しての 祝福の 辭 である 點 において は 相 異なる ものが あるれ ども、 かう いふ ことから 推して、 大殿 祭に 兒 えて ゐるゃ 

うな、 皇居に 對 する 祝 幅の 言葉 は、 比較的 夙く より 存 して ゐて、 これ を 奏する こと も、 かなり 古くからの 惯行 となつ 

てゐ たで あらう と考 へられる。 大殿 祭の 詞の 中心 をな して ゐる 言壽 の詞 は、 天津 奇護言 として 擧げて ある。 

此乃敷 坐大宫 地、 底 津磐根 乃 極 美、 下津綱 根、 波府 蟲能禍 無久、 高天原 波 靑雲乃 靄久極 美、 天 乃 血塗、 飛鳥 乃！ § 無久、 

掘 堅 多 S 柱 桁 梁 戶牖乃 錯比動 鳴 事 無久、 引 結 弊 留葛目 能 緩 比、 取 葺計魯 草 乃噪岐 無久、 御床 都 比 能 佐 夜 伎、 夜 女 能 伊須 

須伎、 伊豆 都 志 伎 事無久 平氣久 安久 奉 護 留神乎 白 久屋船 久久 遲命屋 船 豐宇氣 姬命登 御名 乎 波 奉 稱利氐 

と ある 一節で ある。 この 杳護言 を 中心として、 前後に 祌祕 的お よび 形式的の 文辭を 添へ たる ものが、 この 大殿 祭の 詞 

なので あるが、 その 祌祕 的の 文辭 とい ふの は、 ま. づ、 その 祭祀な り、 一一 目壽 なりが、 神代の 遠き 昔に 始まり、 祌 岐. 

3 神 漏 美の 神慮に いづる ものである こと を說 示す る 部分で ある。 大殿 祭の 詞を 始め、 大祓. 鎮火 祭- 遷却 祟！ 1 祭の 祝詞 
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および、 出 雲 國造神 賀詞の 最初の 部分の 文辭 は、 いづれ も それであって、 それ は、 ちゃう ど、 萬槳 集に おける 柿 本人 

麿な どの 歌に、 たと へば、 日 並 皇子 尊の 繽宫の 時の 歌の 冒頭に 「天地の 初の 時、 久方の 天 の 河原に、 八 百 萬 千 萬 神の、 

神 集 ひ 集 ひいまして、 神 分ち 分ち し 時に 云々」 と 歌 ひ 出して ゐ るが 如きと 同じ 趣で ある。 これによ つて、 神祕 と莊嚴 

と を 加 ふること は、 いふまで もない。 次に 形式的の 文辭 とい ふの は、 幣帛な どに ついての 進 獻の辭 であるが、 これ は、 

祭祀の 性質に したがって 品目 を 異にし、 それに 應 じて 辭 句に も 異同の ある こと はいふまで もない が、 畢竟、 形式的の 

ものであるから、 この 部分の 文辭の 技巧 は、 祝詞の 債 値 を 左右す るに 足る もので はない。 すな はち、 祝詞に おいて は、 

大祓 であると か、 祌 賀詞で あると か、 大殿 祭で あると か、 さう いふ 祭祀 • 祭儀の、 比較的 古い 起源 を 有し、 その 性質 

上、 祌祕 的の 成分 を 多分に 有って ゐる ものに あって は、. 祝詞の 上に もまた、 その 神祕的 起源が カ說 せられ、 これに 俘 

つて、 その 文辭 もまた、 莊重 森厳の ものと なる ので あるから、 かくの 如き 種類の ものに おいて、 われわれ は、 典型的 

の 古文の 妙 を 味 はふ ことが 出來 るので ある。 祈年祭. 月次 祭の 祭詞の 如き は、 全體 として は、 取り立て .X いふべき ほ 

どの もので はない ので あるが、 ゎづ かに、 天 照大御 神に 奏上す る辭 別の 一節が、 その 内容と 文辭 と相須 つて、 古文の 

妙味 を發 揮して ゐる に過ぎない。 春 日 祭. 平野 祭. 久度古 開の 祝詞の 如き 「天皇 我 御 命爾坐 世」 とい ふ詞を 以て はじ 

まる もの は、 形式が すでに 奈良 朝の ものと は 思 はれない。 また、 その 內容の 如き も、 平凡 事た る を 免れない。 

古典 文學 のうちの 神祇 文擧 ともい ふべき、 延喜 式卷八 所牧の 祝詞 は、 上來 述べて ゐる 通り、 その 文體、 その 修辭に 

おいて、 特殊の 發達を 遂げて ゐる とはいへ るが、 取り立て \ いふべき もの は、 一部分の ものに 限られて ゐ るので ある。 

しかも、 この種の 神祇 文學 は、 旣 成の ものに おいて こそ、 十分の 妙を發 揮して 居れ、 新に 作られる 祝詞に おいて は、 
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すでに 定型と なって ゐる ものが 繰 返される に 止まって ゐ るから、 それら は、 様に したがって 胡潑を 描く 譏 を 免れす、 

われわれ は、 これ を讀ん で、 何等の 感興 を も 唆られな いので ある。 要するに、 祝詞 は、 奈良朝 時代に おいて、 すでに 

將來 における 發 展性 を 失った ので は あるまい か。 

一 一 宣 命 

祝詞が、 すでに、 奈良朝 時代に おいて、 その 發 展性 を 失った こと は、 上述の 通りで あるが、 これ は、 おそらく、 祝 

詞の 性質が、 旣に嚴 然として 定まって ゐる 祭祀. 祭儀の 範圍 において、 展開の 自由 性 を 失って ゐ るのに もよ るが、 ま 

た、 一方に おいて は、 神事に おいて は、 すべて 先規を 重ん する 思想が、 祝詞の 起草 者 を 束縛す る こと も 多かった ので 

あらう。 同じ 時代に おける、 同じく 奏宣 の文學 とよ ばれる 宣 命が、 祝詞と は 全く 趣 を 異にして、 文體 に、 用語に、 修 

辭に、 著しく その 自由 性を發 揮して ゐ るの を 見れば、 奈 良人の 文學的 手腕が 必す しも 凡庸な ので はない。 まことに、 

記紀の 歌謠 は、 しばらく 措く、 彼の 萬 葉 集の 歌 を 見よ、 いかに その 着想の、 或は 森厳、 或は 奔放に して、 いかに その 

表現が 變 幻の 妙 を 極めて ゐ るか、 また、 いかに その 內容 の豐 富であって、 いかに その外 形が 自在で あるか を。 われ わ 

れは、 これに 對 して、 讚美の 念と、 嫉妬の 感 との 交錯して 往来す るを禁 する ことが 出来ない。 かう いふ 文學を 後葉に 

貽 した 奈 良人が、 何等かの 理由な しに、 型に はまった 文辭を 弄する 害がない。 奈 良人が、 祝詞に おいて 成功し なかつ 

たの は、 上述の やうな 桎梏が あつたから である。 宣命 において、 彼等が 十分に その 驥足 を 伸ばす ことの 出來 たの は、 

その 題 村、 その 事件が、 生々 しい 現實 であり、 潑猁 たる 生 氣に充 ちて ゐ たためで も あるが、 上述の やうな 束縛の 存し 
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なかった ことが、 もっとも 有力な 原因であった と考 へられる。 いふまで もな く、 宣命 にも、 形式的の 部分が ある。 詔 

勅で あるが 故にの 制約 も ある。 しかし、 それら は、 充實 した 內容を 行る に、 自由な 筆 を もってす るのに、 何等の 支障 

を もちきた す もので はな い。 

宜命 として、 こ、 に 考察の 對象 としょう とする の は、 繽 日本 紀に牧 めら れてゐ る、 文武 天皇 元年 八月 十七 日の、 御 

卽 位の 宜命を 凝 初の ものと し、 以下 桓武 天皇 延曆八 年 九月 十九 日の、 蝦夷 征討 軍の 敗北に 關 する 宣 命までの 六十 ニ篇 

である。 この 時代 以後の もの も、 國史 その他の ものに 散見して ゐる けれども、 もはや、 それ は、 ほとんど 形骸 を存す 

るの みであって、 新な 生命の 盛られた ものと はいへ ない。 

宣 命と いふ 名稱 は、 いつごろから 用 ゐられ たもので あるか、 はっきり しない。 平安朝 時代に 入って は、 その 名稱が 

諸事に 見えて ゐ るが、 管 見の 及ぶ 限りで は それ 以前の ものに は、 例がない やうで ある。 宣 命と いふの は、 大命 を宣る 

とい ふ義 で、 ミコト ノリに 當 てた 熟 字で あらう が、 これが、 國 語で 書き あら はされ た 詔書の 義^ 用 ゐられ る やうに な 

つた 時代に は、 おそらく 字 昔で セン ミヤ ゥと訓 まれた ので はなから うか。 三代 實錄の 貞觀九 年 正月の 條に は、 仲 野 親 

王の 事 を 記して. * 「視王 能 奏壽宜 命 之 道？」 と 書いて あるが、 この 宣命 は奏壽 の對 句に なって ゐ るので あるから、 奏 

壽が 壽詞を 奏する こと を 意味して ゐ るのと 同様に、 宣命 も、 大命 を宣 するとい ふ義 であらう から、 これ をソ ウジ ュ . 

セ ン ミヤ ゥ と讀ん だに しても、 昔讀の 直接の 先例と ずる こと は 出来ない が、 かう いふ 大命 を宜 するとい ふ 意味の セ ン 

ミヤ ゥが、 ー轉 して 詔勒 すな はち ミコト ノリの 意味 を あら はすに 用 ゐられ る こと は、 自然の 轉化 である。 ミコ トをノ 

ルと いふ 語から 轉 じた ミ コト ノリと いふ 語が すでに、 その 先例 を 示して ゐる。 


令 義解卷 七、 公式 令に は 「詔書 式」 を 註して、 「謂、 詔書 勅旨、 同是 綸言、 伹 臨時 大事 爲レ 詔、 尋常 小事 爲, 勅。」 と 

いってあって、 これによ つて、 詔書 式と 勅書 式との 二つが 規定され てゐ るが、 その 詔書 式 をみ るに、 その 事 がらの 如何 

-  »  -  •  -  P, 中？' ミカ ミト ァメノ シ夕シ a シズス 

によって、 冒頭の 語句に、 幾分 かづ、 の 差異が ある。 すな はち、 大事 を 以て 蕃國 使に 宣 する 辭に は、 「明 神 御宇 

ャ マト ノス メ ラガォ ミ n トラ マ トモ u モ u キ n シズサ へ  ， 

日本 天皇 詔 旨 云々 咸 聞。」 次 事 を もって 蕃國 使に 宣す るに は、 「明 神 御宇 天皇 詔 旨 云々 咸 聞。」、 立 后 . 立太子お 

1  矛 ホヤ シマク -I シ C シ メス 

よび 元日に 朝賀 を 受けられる 場合の 如き、 朝廷の 大事に は、 「明 神 御, 一大 八洲-天皇 詔 旨 云々 咸 聞。」 任 左右 大臣 以上の 

やうな 中 事に は、 「天皇 詔 旨 云 々 咸 聞。」 五位 以上 を 授ける やうな 小事に は、 「詔 旨 云 々 咸 聞。」 とい ふの を 用ゐる こと 

になって ゐる。 續紀 の宣命 は、 大體 この 規定に よって ゐる やうで あるが、 かなら すし も、 すべてが さう ではない。 こ 

の 冒頭の 語句 は國語 風で あるが、 令 制 以前の、 孝德 天皇 大化ー 一年 一 一月の 詔の 文 も、 その 冒頭 は、 「明 神 御宇 日本 倭 根子 

天皇 詔 於 集 侍 卿 等 臣連國 造 伴 造 及 諸 百姓。」 となって ゐ るし、 天武 天皇 十二 年 正月の 詔 も、 「明祌 御大 八洲 日本 根子 天 

皇 勅命 者、 諸 國國司 國造郡 司 及 百姓 等 諸可聽 矣。」 とい ふ 書き だしに なって ゐ る。 これらの 例によって 考 へて みると、 

令 制に みえて ゐる 規定 は、 つまり、 從來行 はれ 来った 慣用 を 整理され たもので あらう と 思 はれる が、 さて、 冒頭の 語 

句が 純然たる 阈語 風の ものであるのに、 その後 文が 漢文 風で あるの は、 いかにも 調和 を缺 いて ゐる やうで ある。 しか 

し、 後に も 述べろ やうに、 孝德 天皇の 大化 元年、 高麗 使. 百濟 使に たま はった 詔 は、 いづれ も 漢文で あるの はいふ ま 

でもない が 冒頭の 語句 は、 やはり 純然たる 國語 風の ものである。 これ は、 蕃 使に 賜 はった ものであるから、 しばらく 

問題と しても、 同じく 日本書紀に 見えて ゐる、 上記の、 孝德 天皇の 大化ニ 年 二月、 天武 天皇の 十二 年 正月の 二つの 詔 

4 書 も、 その 本文 は、 純然たる 漢文な ので ある。 すでに、 先人 もい つて ゐる 通り、 日本書紀に みえて ゐる 詔勅のう ちに 

奏宣 の文學  _ 


4L' 


古典 文學 

は、 もと 國 語で 宣られ たもので あつたの を、 書紀編 幕の 當時、 これ を漢譯 して 載せた もの も あるで あらう。 現に、 核 

日本 紀 において、 われわれの 今日 見る ところの、 國 語の 官； 命が 傳 へられて ゐる ことで も あり、 また、 文武 天皇の 御代 

になって、 はじめて 國 語の 宣 命が 創められ たと は考 へられな いから、 われわれ は、 これによ つて、 辯 日本 紀 以前の 詔 

書 も、 その 重要な もの は、 國語を もって 草せられ たもので ある こと を 推 想し 得る。 重要な ものと いっても、 外 國に對 

する もの は、 純然たる 漢文であった やうで あるから 問題外と なる。 重要で ない ものが、 何故、 Eg で發 表されな くな 

つた かとい ふに、 それ は、 當 時の 朝廷に おいて は、 漢文 を 普通の 公文 體と考 へ、 國文を 特殊の ものと して 高閣に 束ね 

る やうな 思想が、 官吏の 間に 行 はれて ゐ たからで あらう。 しかして、 前述の 如くで あると すると、 その、 重要性 を も 

つて ゐる、 國 語で 書かれた 詔書 の 本文 は漢譯 されて 、胃 頭の 語句 だけが もとの ま、 に錄 されて ゐる とい ふやうな こと 

も 起って 來る。 これ は、 何故で あるかと いふに、 現 御 神 云々 とい ふ 語句 は、 容易に 漢譯し 得ない からで あらう。 孝德 

天皇 大化ー 一年 三月 壬 午の 條に、 「現 爲明祌 御 八嶋國 天皇 問 二 於臣 1 曰。」 とい ふやう に、 普通の 場合なら ば、 單に 天皇と あ 

るべき 場合に、 かくの 如き 語 を 用 ゐてゐ るの も、 これが 漢譯 しがたい 成句で あるから であらう。 た^し、 大寳 令の 制 

では、 國語を 以て 皇 命を官 一す るの を 詔と いひ、 漢文 を 以て 宣す るの. を 勅と いったが、 その後、 詔 も 勅と 同じく 漢文 を 

用ゐる ことと なった ので、 國語を 以て 宣 する のを宣 命と いって 區^ する やうに なった とい ふ、 古事 類苑按 文の 說は、 

や、 疑 はしい。 古い 例 を 見る と孝德 天皇の 大化 元年 七月、 高麗 使お よび 百濟 使に たま はった 詔^、 共に 漢文で あるが、 

その 胃 頭の 語句 は、 いづれ も 、「明 神 御宇 日本 天皇 詔 旨」 となって ゐる。 この 詔 は、 その 性質 上、 もとからの 漢文で あ 

つたら う。 しかるに、 かう いふ 冒頭の 語句 を 有する とい ふこと は、 當時 において 純國語 的の 語句 を 胃 頭に もつ 純 漢文 


の 詔書が あつたと いふ こと を 示す ものである。 

かくの 如き 令 制 以前の 事實を 基礎と して、 さらに、 元 明 天皇 讓 位の 詔 は 漢文で あり、 元 正 天皇 卽 位の 詔 も 漢文で あ 

ると いふ こと を考へ 合せれば、 令制當 時に おいても、 詔 ま-1 は必 すし も 國語を 以て 起草され たものと は 限って ゐ なかつ 

たので あらう。 しかも また、 鑌紀宣 命の 各の 冒頭の 語句 を按 する に、 令の 詔書 式の 規定に 合致し ない もの も 相 當に多 

い。 或は、 令 制の 詔書 式が 實 際にお いて は 遵奉され てゐ なかった ので はない かと 思 はれる 節 も ある。 しかしながら、 

ともかくも、 奈良朝 時代に おいて は、 國 家に とって 重要性 を もつ、 天皇の 詔 は、 國 語で 起草され るの が 原則と なって 

ゐた。 それ は、 令 制 通りで ない にしても、 また、 或點 において は、 類型的の 弊に 陷 つて は ゐ たもの の、 とにかく、 國 

家の 大事に 臨んで、 天皇の 大命 を宣 する ものであるから、 この種の ものに は、 秘められた 興奮と 隱れた 刺激と を 一世 

に與 ふる 底の、 まことに 淸 新な もの も 見出される ので あつたが、 平安朝に なって は、 宣 命の 範圍が 局限され る やうに 

なった。 西宫 記に よると、 宣命 は、 神社. 山陵の 告文、 立太子 並 皇后 以上、 任 大臣 節會、 仵佾 綱、 任 比 叙 座主、 喪家 

の吿 文と いふ やうに、 その 範圍 がき まって しまって ゐる。 かう いふ 風に、 宣 命の 範圍が きまる と、 類型的の もの は、 

ますく 類型的と なり、 淸 新の 氣は 全く 失 はれて しま ふ。 前に も 述べた やうに、 平安朝 以後の 宣 命に 見るべき もの、 

な いのは、 正確な 古文 を 草し 得る 人に 乏しい のに もよ るが、 その 主因 は、 けだし こ& にある ので ある。 

宣 命の 起草 者 は、 詔勅の それと 同一 であると 見て よい。 詔勅の 起草 は、 令の 定 むる ところに よれば 內 記の 職で ある- 

職員 令中務 省の 條に 「大內 記 二人 掌 下 造-一詔 勅 1 凡 御所 記錄事 S 中內記 二人 掌 同-一大 内 記？ 少內記 二人^ 同 二 中 内 記？」 と ある。 

3  , ： 

4 これ は、 後々 まで もさう であって、 延喜式 m にも 「凡 節き 及 尋常 詔 匕 曰 者 內記預 書。」 と 見えて ゐる。 この 內記 は、 儒 
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門の 中で、 文筆に 堪 ふるものが これに 任す る ことにな つて ゐ たやう である。 

さて、 綾 紀の宜 命 を 類別して みると、 一 、 皇位に 關 する もの、 二、 皇室に 關 する もの、 三、 改元に 關 する もの、 四、 

政 變に關 する もの、 五、 賞罰. 慶弔に 關 する もの、 六、 佛 敎に關 する もの、 七、 その他の もの、 七つに 分 たれる。 

第 一 の 皇位に 關 する ものと いふの は、 卽位 . 讓位 . 廢 位の 折の 宣命を さしてい ふので あるが これらの もの は、 多く 

は 類型的であって、 皇位が 神 魯岐. 祌魯 美の 命の よ ざし 給へ る 夭 津日嗣 の 御 位で あり、 歷 世の 天皇 は、 天津日嗣の 高 

御座に 坐して、 天下 を 治め 給 ひ、 慈び 給ひ來 つて ゐる とい ふこと は、 すべて を 通じて か はらない 思想で あるが、 さら 

にこれ を 特色 づけて ゐ るの は、 皇位 繼 承の 順位が、 天智 天皇の 御代に 定められ たもので あり、 それが、 永く 變る まじ 

き^ 典と なって ゐる ことの、 カ强 くい ひ あら はされ てゐる ことで ある。 すな はち、 元 明 天皇 卽位 の官； 命に は、 持統天 

皇が 皇位 を 日 並 知 皇太子の 嫡子で あらせられる 文武 天皇に ぉ讓 りに なった こと を 述べて、 これ は 近 江 大津宫 御 宇大 倭 

根子 天皇 § が 「與 天地 共 長、 與 日月 共 遠 不改常 典」 とお 立てに なり、 御實行 あそばされた 法に よってお とりはから 

ひに なった ので あると 仰せられて ゐ るし、 聖武 天皇 卽 位の 宣 命に は、 先帝 元 正 天皇の 御言 葉と して、 この 天下 は、 美 

麻 斯の父 帝 が 美麻斯 $g に 授けられた もので あつたが、 まだ 御 幼年であった から、 これ を 皇祖 母の 天皇 1^1 にお 

投 けにな り、 その 天皇から 自分 ^§ に 讓られ たので あるが、 その 際に、 天智 天皇の 御代に 萬 世 不磨の 常 典と して 定め 

られた 法に したがって、 後に は、 我が 子 g§ に、 相違な く 授けられる やうに との 仰せであった とのこと が 述べられて 

ゐる。 なほ、 聖武 天皇 天平 勝寳 元年 四月 朔 日の 宣 命に は、 「加 以、 挂長近 江 大津宮 大八島 國所知 之 天皇 大命 M 之 奈良宮 

大 八州 國所知 自我 皇天 皇止 御世 重 a 朕 宜^  I、 孝 謙 天皇 天平 勝寶 元年 七月 二日の 聖武 天皇 讓位、 孝 謙 天皇 受禪 の宣 命に 


は r 挂長、 近 江大津 乃宫爾 御宇 之 天皇 乃 不改自 常 典 等 初 賜 比定賜 i 法隨」 桓武 天皇 天應 元年 四月 十五 日の 卽 位の 宣 命に 

も、 「挂 長、 近 江大津 乃宮爾 御宇 之 天皇 乃 初 賜 比定賜 | 法 隨爾」 とい ふ 語が 見えて ゐる。 かう いふ 風に、 先規を 天智 天皇 

の 御代に もとめる 思想が、 前後 を 通じて 一 貰して ゐる こと は、 われわれの 注意 を 要する 點 である。 次に 注意すべき は、 

一方に おいて、 皇位 は 神意に よって 皇孫の 繼承 する もので あり、 食國 天下 は 天皇の 天下で あると いふ 思想 は、 傅統的 

の信條 になって ゐ るので は あるが、 この 時代に おいて は、 天下 は 一-人の 天下に あらやと いふ やうな 支那 思想の 影 i! も 

相當 にあった やうで ある。 なほ、 帝位 は 天の 授 くると ころと いふ やうな 考も あら はれて 來てゐ る。 光仁 天皇の！^ 他：： 儿 

年 十月 朔 日の 宣 命に、 「此乃 天！ n 嗣高 御座 之 業者、 天 坐 祌地坐 祇乃相 宇 豆奈比 奉、 相扶 奉事爾 依が 此座者 平安 御 坐 は 天 

下 者 所 知 物爾在 § ぬ 止 所 念 行須」 と あるの は、 なほ、 傳統 的の 考へ 方で あるが、 稱德 天皇 神 護 景雲 三年 十月の 宣 命の 

中に、 「此帝 乃 位 止 云 物 波 天 乃 授不給 奴 人爾授 S 保^ ガ不 得」 とい ふ 語が 見えて ゐる。 この 天と あるの は、 力 ミと訓 む 

べきので はなく、 ァメ と訓ん で、 支那の 思想の 天と 一致す る ものと 考 へられる。 

第二の 皇室に 關 する ものと いふの は、 立 后 - 立太子 . 廢后 などに 關 する もので、 中には、 第 四の 政 變に關 する もの 

と. -父涉 を もつ もの も あるが、 いづれ もさした る もので はない。 た^この うちで、 光明 皇后 冊立の 宣 命が 有名で あるが- 

こ の 宣命 は、 はじめて 臣下の 女 を 皇后に W 立す る 場合の も. ので ある だけに、 類型的の もので ない こと はいふまで もな 

いが、 構造 もま ことによ く 整頓して 居り、 行文に も 何等の 無理が なく、 眞に 古文の 典型と もい ふべき ものであるから- 

少しく 解說を 試みよう。 まづ、 

天皇が 大命ら まと、 親王 等、 また、 汝王臣 等に 語ら ひた まへ と 勅た ま はく、 皇 朕が 髙 御座に 坐し 初めし ゆり、 今年 
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^^^^T  ？ハ や^^"^。 この間に、 天つ 位に 嗣ぎ 坐すべき 次と して、 皇太子 侍りつ。 これによ りて、 その 母と 

ooooooo  0000000  ,  -  [  '3/ 

坐す 藤 原 夫人 を、 皇后と 定め 賜 ふ。 (便宜上、 書き下しに する。 以下 倣 之。) 

とい ふ 最初の 一段に おいて、 藤 原 夫人 を 皇后と^ めた まふ こと を 述べ、 次に、 その 定め 給 ふ 所以 を說 明して、 

ooooooooo  o  o  o  o  o  ooooooooo  oooo 

かく 定めた まふ は、 皇 朕が 御身 も 年月 積り ぬ。 天の下の 君と 坐して、 年の 緖 長く、 皇后 坐さざる こと も、 一 つの 善 

ooooooo  oo  ooooooooo  00000000000.9  、^ め OQO<52p 、ゆ o,c^o,o 

からぬ 行に あり。 また、 天の下の 政に 置きて、 ひとり 知るべき ものなら す、 必す もしり 〈 の 政 あるべし。 こ は 事 

立つ にあら す、 天に 日月 ある ごと、 並び 坐して あるべし とい ふこと は、 汝 等王臣 明らけ く 見知れる ことなり。 

といって ある。 これが 第二 段で ある。 しかして、 この 段に おいて は、 第一 段の 「六 年に なりぬ」 をう けて、 長年 月の 

間、 皇后の 坐さざる は、 よろしい ことで はない と 結び、 さらに、 天下の 政に は、 後の 政 あるべし とい ひ 起して、 これ 

を H< に 日月の 並び 存す るに 比し、 「汝 等王臣 等の 明らけ く 見知れる ことなり」 と 結んで ゐる 構成の 妙趣と 行文の 自然 さ 

は、 まことに、 この 起草 者の 凡手で ない こと を 示して ゐる。 次に、 第三 段に おいて は、 皇后 を 定める ことが、 かくの 

如く 遲延 したの は、 これが 重大な 事で あるから であると いひ、 第 四 段に は、 「我が 王 祖母 天皇」 が、 この 皇后 を 賜 はつ 

た 日に、 皇后の 父 大臣の 功鑌 について、 懇々 とさと した ま はった こ^があ ると いひ、 「我が 兒、 我が 王、 過な く、 罪な 

oooo  00000  oo〇 ooooooo  ooooooooo  oo  ooooo  oooo  o  oooo  o 

く あらば、 捨てます な、 忘れます なと 負せ 賜 ひ、 宣り賜 ひし 大命に 依りて、 かに かくに、 年の 六 年 を、 試み 賜 ひ 使 

ひ 賜 ひて、 この 皇后の 位 を 授け 賜 ふ。」 と 述べて、 この 冊立が、 祖母 天皇の 御 遣 志に よって、 六 年の 間 を 試みられた 結 

* として、 かくの 如く 決定され たもので あると、 抗議の 餘地 のない やうに、 用意周到な 說示を 試み、 最後に、 第五 段 

として、 この 事 は 先蹤の ある 事が あって、 敢て新 例 を 開く ので はない とい ふので、 次の 如く 結んで ある。 


, る も、 朕が 時の みに は あらす、 難 波の 高 津の宮 にあめ のした しろしめし、 大鹪鹩 天皇、 葛 城 曾 豆 比 古の 女子、 伊 

波比賫 命 皇后と 御 相 坐して、 食國 天の下の 政 を 治め 賜 ひ、 行 ひ 賜 ひけり。 今め づら かに 新しき 政に は あらす、 本 ゆ 

り 行 ひ 來し迹 事ぞと 詔り たま ふ 勅 を 聞し めさへ と宣 る。 

第三の、 改元に 關 する ものに は、 特にと り 立てて いふべき ほどの ものが 無い。 第 四の、 政 變に關 する もの は、 主と 

して、 橘奈 良麻呂 の變、 藤 原 仲 麻 呂の叛 の 場合の 宣命 であるが、 事件が 事件で あるから、 忽卒の 際の 執筆と 思 はれる 

が、 なまじ ひに 舞 文の 巧 を 弄せす に、 率直に 用件 を 述べて ゐる のが、 却って 落ちついた 感を與 へる。 これに 關聯 した 

もの は 約 十七 八 篇を數 へる が、 事件の 報吿 として 見る にも、 また 簡 にして 耍を 得て ゐる ものが 多い。 

第五の、 賞罰. 慶弔に 關 する ものと いふうち に は、 官位 を あげ、 食 封を增 し、 功績 を錄し 有罪 を 罰し、 死者 を fe: む 

ことな どが 含まれる が、 これら は、 多く は、 先例 を 追って ゐる ものであって、 特筆すべき もの は少 いが、 た^、 光仁 

天皇 寳龜ニ 年 二月、 左大臣 藤 原 永 手の 薨去に 當 つて、 使 を 遣 はして 弔賻 せしめられた、 その 時の 宣命 は、 江戶 時代の 

學者 も、 はやくから 賞美して ゐる ことで ある。 その 格調. 形式の 整然たる こと は、 驚嘆に 値する ものが あり、 對 局の 

排列な ども、 實 によく と、 のって ゐる。 故に、 この 文 は、 所謂 整齊 美に おいて 優れた 文で あると いふ こと は 出来よう- 

然しながら、 一歩退いて 考へ ると、 立派に 作られて、 綺羅 を まと ひ、 脂粉の 粧を こらした 人形の やうに、 何等の 生々 

したと ころがない。 從 來の學 者が、 衆 口 一致、 この 文 を嘆稱 せられる 理由 は、 或は 他に あるの かも 知れない が、 わた 

くし は、 これに まさった 多くの 例 を、 他の 宣命 について 見出す ことが 出來 るので ある。 

第 六の、 佛 敎に關 する ものに は、 相當 にす ぐれて ゐる ものが ある。 これ は、 當 時の 宮廷に おける 佛敎の 勢力が、 す 
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8 こぶる 盛で あり、 朝野の 信奉 も 一方ならぬ、 その 反映で あらう と 思 ふ。 內 容が豐 富で、 人心 を 動かす に 十分で ある、 

4 

その上に、 起草 者の 熟 も 相 當に加 はる ことに なれば、 おの づ から、 文に も 活氣が 溢れて 來 るの は當然 である。 一 二の 

例 を 擧げれ ば、 聖武： 大 皇天 平勝寶 元年 四月 朔日、 中 務卿石 上 朝臣 乙 麿 をして 宣 せしめられた 宜命、 稱德 天皇 天平 神 護 

一 一年 十月 一 一 に 日の 宣 命の 如き は、 その 出色の ものである。 後者のう ちに、 

oooooooo  ooooooooooooooo  oooooooooooooooooo 

今勒り たま はく， 上な き 怫の御 法 は、 至誠の 心 を もちて 拜み 尊び 献れ ば、 必， す異奇 しき 驗を あら はし 授け 賜 ふ もの 

にい ましけ り。 然るに、 今、 示現れ 賜へ る 如来の 尊き 大御舍 利 は、 常 見 奉る より は 大御色 も 光り 照りて、 いと 美し 

グー フハ  n ト  O  O  O  O  O  o  ？-ャ O  O  O  O  O  o  〈力 O  oo  oooooo 

く 大御形 も： IS 滿 して、 別に 好く 大ま しませば、 特にく すしく 奇 しき 事 を 思 ひ議る こと、 極まりて 難し。 こ\ を も 

て、 意の 中に、 晝も夜 も 倦み 怠る ことなく、 謹み 禮 まひ 仕へ 奉りつ、 侍り。 これ、 實に、 化の 大 御身 は、 緣に隨 ひ 

ヮ夕  ァヒ カナ  ナホ O  3  o  o 

て 度し 導き 賜 ふに は 時 を 過 さす、 行に 相應 へて 慈しび 救 ひ 賜 ふとい ふこと にある らしと な も 念 ほす。 猶. し、 法 を 輿 

o サ， o  oooo〇  oooooooooooooooo 

し隆 えしむ るに は、 人に 依りて 繼 ぎひろ むる ものに あり。 

の やうな 一節が ある。 後に も 述べる やうに、 この 時代の 宣命 は、 文體 において やう やく 變 化して 來た 時代であって、 

これら は、 當 時に 於け る 好個の 普通 文體 ともい ふべき ものである。 

第 七の、 その他の ものと いふの は、 前の 六つの 分類に はいらぬ もの を 一括して いふので あるが、 この種の もの-う 

ちに は、 特にい ふべき ほどの もの はない。 

さて、 上述の 宣命 について、 これ を 祝詞と 比較して みると、 兩 者の 間の 類似と 相違と が 明かに なり、 また、 それ ぞ 

れの 特徵も はっきりして 來 ると おも ふ。 


まづ、 形式に ついて 見る と、 祝お の r 宜る」 式の ものと、 宣 命と は、 大體 において 一致して ぬる。 たピ、 r 宣る」 式 

の 場合で は、 その 對象 となる もの は、 集 侍 神主 祝 部 等で ある ことが 多く、 親王 • 諸 王 - 諸臣. 百官 人 等と あるの 

は、 六月 晦大祓 だけで ある e 宜命 にあって は、 その 對 象が、 諸 王 • 諸臣. 百官 人 等 天下 公民で ある 場合と、 或 特定の 

ものに 限られて ゐる 場合と が ある。 續 日本 紀聖武 天皇 天平 勝寳 元年 四月 朔 日の 宣命 は、 「三 寳乃奴 止 仕奉琉 天皇お^^ 

会 那像能 大前仁 突 賜 ^4 ^久」 と あり、 同 孝 謙 天皇 天平 寶字 元年 七月 一 一日の 宣 命が、 r 汝 | 諸 者 吾 近 姪^ 叉 豎子 卿 等 者 天 

皇大ん 叩 以汝ぉ 如 召 而璲詔 I」 と あるが 如き は、 その 例で ある。 これ は、 祝詞な り、 ^命な りの 本来の 性^から 規定 さ 

れる わけで ある。 しからば、 その 性質の 類似と 差異と はどう かとい へば、 兩者 共に、 聽く者 をして 感激せ しめ、 聽く 

者 をして 尤 であると 思 はしめ るの を HT 的と する ので あるから、 文章の 整齊 を尙 び、 辭 句の 洗鍊を 期し、 これ を 穴り M 

かす 場合の 效枭を も 考慮のう ちに 入れて ゐる やうな 點 において は、 敢て 異なろ ところ は 無い が、 祝訶 が、 すべて、 肫 

を 古に とり、 構成. W 語. 修辭. 用字な どに おいても、 いつまでも 舊を 保って、 守株の 非難な ど は眼屮 にお かないの 

に反して、 {ー 且命 にあって は、 宣 命の 體裁を 損じない 限り、 自由なる 構成 を 採用し、 用語 その他に おいても、 そ c 時代 

時代に 實 際に 行 はれる もの をと り 入れて、 何等の 躊躇 を も 見せない： これ は、 實に 神の 祝詞と 人の 宣 命との 相 岐れる 

所以で ある。 延喜 式の 祝詞 は、 すでに 決定され てゐる 諸種の 祭祀. 祭儀の 祝詞で ある。 それが 保守的で あり、 懐古 的 

であるの は當然 である。 宜命 は、 その 時代 その 時に 起った 事柄に ついて、 天皇の 御 心 を 中外に 發 表し、 その 時代、 そ 

の 時の 一般の 人々 に吿 知され る ものである。 宣 命が、 その 時代 時代、 その 時時の、 新し： s 文辭 により、 新しい 表現 を 

^  ^ゐ るの も、 また、 當然 のこと である。 われく は、 續紀の 宣命を 年代順に 見て ゆき、 これ を その 時代の 社 含 的 事象 
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^ と對照 せしめて 考察す ると、 漢語が いかに 國 語の 中に 入り こんで 來 るか、 いかに、 新しい 表現 法が、 漢文の 影 i: をう 

けて 入り まじって 來 るか、 いかに、 佛敎の 用語が その 敎 旨の 普及と 伴って ひろまって 來 るか 等の、 歷 史的 變遷 の徑路 

を如實 にう か^ふ ことが W 來る。 他の 種の 文學 にあって は、 容：^ に 見る ことの 出来ない、 年月 を遂 つての 時代 的 色彩 

が、 宣 命の 上に は あら はれて ゐる。 文武 天皇の 元年から 桓武 天皇の 延曆八 年まで、 ゎづか 百年に もなら ない 期間で は 

あるが、 そハ 九十 餘 年の 間にお ける 思想 上の 推移 も はっきりと、 この 上に 浮び 出て ゐる。 祝詞 は靜 的で あり、 宣命は 

動的で ある" 靜 的な 祝詞の 上に は、 われらの 遠い 祖先の 信仰の 神祕 が縹渺 としてた によって ゐ るが、 動的な 宣 命の 屮 

に は、 流轉 してやまない、 あわた^しい 世相の 影が やどって ゐ る。 

次に また、 祝詞と 宣 命との 表記法に ついて みるに、 動詞、 助動詞の 活用語 尾 や 助詞の 類 を 小 書す る、 所謂 「宣命 書 

き」 が、 その 表記法の 根轮 をな して ゐる ことにお いて は、 兩者相 一致して ゐ る。 かう いふ 宣命 書き は、 奈良朝 時代の 

普通 の 文書 にも 用 ゐられ たも g である こと は、 正 倉院 文書 そ の 他の 類例 によっても 知られる。 かう いふ 宣命 書き は 、 

漢字 を 意義 的に 用ゐ て、 國語を 表記す るに 當 つて、 用言の 場合に は、 語の 主要な 部分すな はち 語幹に 當る 部分の もの 

たけを 表記し、. 助詞な ど は、 一 々こまかに は 書き あら はさない とい ふやうな 表記法 を豫 想せ しめる。 寓葉 集卷 七に 

大穴 道 少御神 作 妹 勢 能 山見吉 (一、 二 四 七) 

吾妹 子 兒傯奥 藻 花 開 在 我吿與 (一、 二 四 八) 

の やうな 表記法の ものが ある。 これら は、 それ/^、 

大穴 牟遲少 御 神の 作らし-、 妹 背の 山 は 見ら くしょし も 
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吾妹 子と 見 つ V 傯 ばむ 沖の 藻の 花唉 きたらば 我に 吿げ こそ 

と訓 むべき ものであるが、 かく 訓 むべき もの を 前記の やうに 書き あら はして ゐ るの は、 活用語 尾 や 助詞の、 當然讀 み 

添 へられる 害の もの を 無視して ゐ るからで ある。 かう いふ 書き方 は、 漢文の 勢力の 下に 發 達した もので あらう。 漢文 

を國語 風に 訓ま うとす るに は、 どうしても、 活用語 尾 や 助詞の 訓み 添へ がなければ ならない。 そこで、 漢文に 訓 をつ 

けようと する 時には、 訓み 添へ る 活用語 尾 や 助 詞 を當該 漢字 の 右 傍 下に 小 記す る ことが 起って 來てゐ る。 この 表記法 

が、 漢字の 音訓 を 借りて 國文を 書く 場合に も應 用され たのが、 所謂 宜命 書きに おける 小字の つか ひ 方な ので ある。 M 

葉 集の 前 出の 例の 如き は、 訓み 添への 小字 を わざく 書き あら はさない ので あるから、 これ は、 宣命 書きと は 逆に、 

漢文 訓讀の 影響 を 受けた もので あらう。 (完)  昭和 九 年 七月 三十 曰 掘 筆。 
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